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地方自治法並びに町条例の規定に基づき令和 2
年度下半期（令和 2 年 10 月～令和 3 年 3 月）
における補正予算状況、基金、町有財産及び町
債の状況についてお知らせします。

●より良い町づくりを目指して基金を有効活用

■一般会計・特別会計予算状況　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　単位▶千円

会計名 9月定例会後
の予算額

11 月 6日
臨時会

12月
定例会

1月 12 日
専決

2月
臨時会

3月
定例会

3月
臨時会

3月 31 日
専決

令和
元年度
最終予算

一般会計 5,940,926 113,779 66,225 376 2,620 △ 675,250 6,070 53 5,454,799

特

別

会

計

国保 648,304 0 △ 266 0 0 △ 7,982 △ 7,721 △ 970 631,365

工場 1,781 0 0 0 0 861 0 0 2,642

宅造 11,116 0 △ 318 0 0 △ 4,000 0 0 6,798

農集排 30,611 0 △ 264 0 0 △ 579 △ 300 0 29,468

介護 617,747 0 3,628 0 94 1,766 △ 691 0 622,544

後期高齢 150,611 0 5,245 0 0 △ 356 △ 4,743 150,757

霊園 5,500 0 800 0 0 △ 4,810 62 0 1,552

　合　計 7,406,596 113,779 75,050 376 2,714 △ 690,350 △ 2,580 △ 5,660 6,899,925

区　分 土地（地積） 建物（延床面積）

行

政

財

産

本庁舎 3,168 1,300

その他の

行政機関

警察（消防施設） 848 ‐
その他の施設 ‐ ‐

公共用財産

学校 55,319 11,971
公営住宅 19,157 6,761
公園 28,205 ‐
その他の施設 144,870 24,559

山林 ‐ ‐

その他 ‐ ‐

計 251,567 44,591

普

通

財

産

宅地 86,228 6,879

田畑 3,151 ‐

山林 3,524,662 ‐

その他 23,967 ‐

計 3,638,008 6,879

合計 3,889,575 51,470

区　　　　分 令和元年度 令和 2年度 増　減 基　金　の　説　明

財政調整基金 1,537,420 1,538,673 1,253 大幅な減収や災害の発生等に備えるための基金

減債基金 368,789 549,836 181,047 町債の繰上償還財源のための基金  

公共施設等整備基金 500,036 500,086 50 公共施設や備品の計画的な整備に充てるための基金

21. ふるさと人づくり基金 93,511 94,242 731 町民の人材育成事業のための基金 

ふるさとづくり基金 18,797 12,006 △ 6,791 総合計画を基にした豊かな町づくりのための基金 

福祉基金 464,562 465,608 1,046 高齢者事業のための基金 

地域産業振興基金 300,313 300,374 61 農林水産業、商工観光業振興のための基金   

地域振興基金 64 64 － 地域における福祉活動等のための基金  

土地開発基金 99,893 99,903 10 公共の利益のための取得事業の基金   

ふるさと水と土保全基金 10,394 10,395 1 土地改良施設事業のための基金  

髙田基金 103,529 103,539 10 未来を担う子供たちの人材育成のための基金  

もったいない図書館基金 1,138 1,138 － 図書館の設備資金のための基金 

学校基金 15,544 15,545 1 小・中学校校舎等施設整備事業のための基金   

森林環境譲与税基金 5,569 12,519 6,950 間伐や木材利用の促進等、森林整備のための基金

合　　　　計 3,519,559 3,703,928 184,369

まちの
財政状況

９月定例会（補正予算第 5号）
▶補正予算額…235,740 千円
歳入において、前年度繰越金の額の確定により 192,937
千円増額しました。また、国庫支出金において、公立学
校情報機器整備費補助金（タブレット購入に係る補助金）
6,165 千円を増額しました。歳出において、減債基金積
立金を 100,000 千円増額しました。その他、プレミアム
商品券事業の委託料や GIGA スクール構想による小中学
校のタブレット購入費などを増額しました。

11 月臨時会（補正予算第 6号）
▶補正予算額…113,779 千円
歳入において、普通交付税を交付決定額に合わせ
111,548 千円増額しました。歳出において、プレミアム
商品券事業の委託料や、買い物支援事業で使用する移動
販売車の購入費などを増額しました。

12 月定例会（補正予算第 7号）
▶補正予算額…66,225 千円
歳入において、新型コロナウイルス感染症等の影響で法
人町民税を 114,000 千円減額しました。一方、新型コロ
ナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を 187,004 千
円増額しました。歳出において、減債基金積立金 81,000
千円を増額しました。新型コロナウイルス感染症拡大防
止の観点から中止や規模縮小となった各種事業費を減額
しました。

2 月臨時会（補正予算第 9号）
▶補正予算額…2,620 千円
歳入において、主に、伐採した木材の売払い収入を増
額しました。歳出において、主に、図書館内の空調設
備修繕費を増額しました。

３月定例会（補正予算第 10号）
▶補正予算額…△ 675,250 千円
令和 2年度高地原橋橋梁復旧工事の負担金が確定し
たため、歳入において県補助金と町債を大幅に減額し
ました。歳出において、林業専用道戸塚線の工事費確
定により約 70,000 千円減額しました。また、新型コ
ロナウイルス感染症対策支援金を事業費確定に伴い約
80,000 千円減額しました。

３月臨時会（補正予算第 11号）
▶補正予算額…6,070 千円
歳入において、交付額確定により特別交付税や地方消
費税交付金等を増額しました。一方、財政調整基金繰
入金は全額減額しました。歳出は、各種事業費の確定
により減額し、予備費を増額しました。

一般会計補正予算の主な内容

令和2年度末現在において、町が所有している基金の状況は次のとおりです。

区　分 令和 元 年度末
残　　　 　高

令和 2 年度末
残　　  　   高

1．普通債 3,660,670 3,572,546
（１）総務 82,796 64,171
（２）民生 1,233,242 1,198,470
（３）衛生 115,029 95,859
（４）農林水産業 115,206 84,866
（５）商工 110,400 165,400
（６）土木 261,824 293,476
（７）消防 188,400 186,843
（８）教育 1,553,773 1,483,461
2．災害復旧費 6,940 23,173
（１）農林水産業 4,271 2,644
（２）土木 2,669 20,529
（３）教育 ‐ ‐
3．その他 1,254,128 1,242,082
（１）減税補てん債等 6,246 4,399
（２）臨時税収補てん債 ‐ ‐
（３）臨時財政対策債 1,247,882 1,237,683

計 4,921,738 4,837,801

財産の状況　

令和 2年度末現在において、町が所有している財産状況は次
のとおりです。　

令和 2年度末現在の町債残高は次の通りです。
（令和 3年 3月末）

基金の状況

町債の状況

単位▶㎡ 単位▶千円

単位▶千円
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行 政 区 名 区 長 名
（敬称略） 備　考

山野井・金沢区 石井　祐治 区長会会計

舘本区 緑川　伸一
桃ノ木区 小濵　芳夫
石田区 増田　守利
上野内区 多川　利徳
宝坂区 緑川　隆和 区長会副会長

高野谷地区 菊池　義雄
追分区 本田　　勇
小田川区 加藤　惠一
ニュータウン中山区 浅川　文博
下関河内区 藤田　一憲
上関河内区 古市　幸雄
大垬区 富永　光一
高山区 増子富士男
関岡区 佐藤　正美
真木野区 石井　耕民
内川区 芳賀　輝夫 区長会長

茗荷区 鈴木　庄一
中石井区 金澤　良吉
下石井区 山﨑　則正
戸塚区 齊藤　𠮷民 区長会副会長

令
和
３
年
度
各
行
政
区
長
へ
委
嘱
状
交
付

　

４
月
７
日
（
水
）、
矢
祭
町

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

令
和
3
年
度
第
１
回
区
長
会
が

開
催
さ
れ
、
各
行
政
区
長
さ
ん

21
人
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
町
よ
り
各
課

事
務
の
説
明
や
「
矢
祭
町
ご
み

不
法
投
棄
・
野
外
焼
却
監
視
員
」

及
び
「
矢
祭
町
交
通
対
策
協
議

会
地
区
分
会
長
委
嘱
書
」
の
交

付
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
区
長
会
役

員
の
選
出
で
は
、
区
長
会
長
に

芳
賀
輝
夫
内
川
区
長
、
副
会
長

に
緑
川
隆
和
宝
坂
区
長
、
齊
藤

𠮷
民
戸
塚
区
長
、
会
計
に
石
井

祐
治
山
野
井
・
金
沢
区
長
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。
１
年
間
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。▲今年度の各行政区長さん一人一人に委嘱状を

交付する佐川町長

階　級 氏 名 （敬称略） 階　級 氏 名 （敬称略）

第 1班第１班長 柳田　和樹 第 1班第 2班長 二見　真人

第 2班第 1班長 鈴木　　剛 第 2班第 2班長 海野　拓椰

第 3班第 1班長 金澤　　俊 第 3班第 2班長 豊田　和希

第 4班第 1班長 藤田　正平 第 4班第 2班長 藤田　雄也

第 5班第 1班長 古市　郁也 第 5班第 2班長 塙　　芳友

第 6班第 1班長 鈴木　裕則 第 6班第 2班長 石井　清洋

第 7班第 1班長 永山　広晃 第 7班第 2班長 富永　駿佑

第 8班第 1班長 柴田　和也 第 8班第 2班長 金澤　慶彦

第 9班第 1班長 金澤　仁史 第 9班第 2班長 髙澤　利彰

第 10 班第 1班長 藤田　光弘 第 10 班第 2班長 中野　恵一

第 11 班第 1班長 菊池　宏昌 第 11 班第 2班長 菊地　弘巳

第 12 班第 1班長 松本浩太郎 第 12 班第 2班長 鈴木　俊弘

第 13 班第 1班長 石井　友浩 第 13 班第 2班長 松浦　賢吾

第 14 班第 1班長 鈴木　貴大 第 14 班第 2班長 緑川　　隼

第 15 班第 1班長 大槻　　翔 第 15 班第 2班長 鈴木　駿也

第 16 班第 1班長 菊池　真武 第 16 班第 2班長 佐藤　康弘

第 17 班第 1班長 本田　春希 第 17 班第 2班長 本田　　明

■令和 3年度区長名簿

令
和
３
年
度
矢
祭
町
消
防
団
新
体
制
が
始
動

▲檜山団長から辞令を受ける第 1班第１班長

　

４
月
11
日
（
日
）、
矢

祭
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

で
矢
祭
町
消
防
団
第
１
班

長
・
第
２
班
長
へ
の
辞
令

交
付
式
及
び
役
員
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
班
長
へ
の
辞
令

は
、
全
17
班
長
を
代
表
し

て
第
１
分
団
第
１
班
柳
田

和
樹
さ
ん
に
、
同
じ
く
第

２
班
長
へ
は
第
１
分
団
第

２
班
海
野
拓
椰
さ
ん
に
檜

山
団
長
よ
り
交
付
さ
れ
、

新
体
制
で
の
令
和
３
年
度

の
消
防
活
動
が
始
ま
り
、

無
火
災
を
目
指
し
て
一
致

団
結
し
ま
し
た
。（
各
班

長
は
左
記
表
参
照
）

▲今年度の各行政区長さん一人一人に委嘱状を
交付する佐川町長

　

町  

職  
員  
人  
事  

異  

動

■
令
和
３
年
４
月
１
日
付

【
係
長
相
当
職
】

▼
自
立
総
務
課
主
幹
兼
滞
納
整
理            

　

グ
ル
ー
プ
長
…
熊
田
美
枝
（
自  

　

立
総
務
課
主
幹
兼
税
務
グ
ル
ー

　

プ
長
）
／
自
立
総
務
課
主
任
主

　

査
兼
税
務
グ
ル
ー
プ
長
…
大
森

　

文
子
（
自
立
総
務
課
企
画
財
政

　

グ
ル
ー
プ
主
任
主
査
）

【
係
員
】

▼
自
立
総
務
課
滞
納
整
理
グ
ル
ー

　

プ
主
任
主
事
…
益
子
賢
介
（
町

　

民
福
祉
課
生
活
環
境
グ
ル
ー
プ

　

主
任
主
事
）
／
町
民
福
祉
課
生

　

活
環
境
グ
ル
ー
プ
主
任
主
事
…

　

鈴
木
雅
人
（
自
立
総
務
課
税
務

　

グ
ル
ー
プ
主
任
主
事
）
／
自
立

　

総
務
課
総
務
グ
ル
ー
プ
主
任
主

　

事
…
大
槻
翔
（
町
民
福
祉
課
町

　

民
グ
ル
ー
プ
主
任
主
事
）
／
町

　

民
福
祉
課
町
民
グ
ル
ー
プ
主
査

　

…
藤
田
由
香
里
（
事
業
課
産
業

　

グ
ル
ー
プ
主
査
）
／
自
立
総
務

　

課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ
主
任
主

　

事
…
海
野
拓
椰
（
自
立
総
務
課

　

総
務
グ
ル
ー
プ
主
任
主
事
）
／

　

事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ
主
事
…

　

菊
池
吉
昭
（
自
立
総
務
課
総
務

　

グ
ル
ー
プ
主
事
）

N e w  F a c e
令和 3年４月１日付採用職員をご紹介します。

教育課　藤
ふ じ た つ よ し

田剛志

　学校及びこども園全般を
扱う部署ということで、そ
の業務内容の幅に圧倒され
ています。その中で正確に
業務をこなす先輩方の姿を見て学び、１日でも
早く慣れて、子どもたちのために明るい未来を
創っていけるよう精進して参りますので、どう
ぞよろしくお願いします。

　４月から矢祭町職員とし
て勤務しております。まだ
まだ未熟で不慣れなことが
多いですが、矢祭町職員と

しての自覚を持って公務に励み、町民の方々の
お役に少しでも立てるよう、一生懸命頑張りた
いと思いますので、どうぞよろしくお願いいた
します。

Yuuga　

Suzuki

自立総務課　鈴
す ず き ゆ う が

木悠雅

　十数年ぶりに地元に帰っ
てきました。豊かな自然と
暖かい地元の皆様の雰囲気
が大好きです。これからは

この大好きな矢祭町の大切な子どもたちが健や
かに育つ環境づくりのために、精一杯頑張りた
いと思いますので、どうぞよろしくお願い致し
ます。

M
iki　

Suzuki

やまつりこども園　鈴
す ず き み き

木美輝

事業課　篠
し の だ け ん た ろ う

田健太郎

　新たな環境で自分自身も
成長し、「住んでみたい、
住み続けたい」と思っても
らえるような、矢祭町の町
づくり、町おこしに少しで
もお役に立ちたいと思っています。矢祭町に笑
顔が一つでも増えるよう、一所懸命努めて参り
ますので、よろしくお願いします。

Kentaro Shinoda

Tsuyoshi Fujita

■令和 3年度班長名簿



【
路
上
等
に
お
け
る
受
動
喫
煙
の
防
止
】

　

公
園
、
児
童
遊
園
の
管
理
権
限
者

や
利
用
者
は
、
受
動
喫
煙
に
よ
り
健

康
を
損
な
う
お
そ
れ
の
高
い
利
用
者

へ
の
受
動
喫
煙
防
止
に
努
め
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
喫
煙
を
す
る
人
は
、
受
動

喫
煙
に
よ
っ
て
健
康
を
損
な
う
お
そ

れ
の
高
い
人
が
主
と
し
て
利
用
し
て

い
る
次
の
よ
う
な
施
設
の
周
辺
の
路

上
で
喫
煙
を
し
な
い
よ
う
努
め
て
く

だ
さ
い
。

①
学
校

②
児
童
福
祉
施
設

③
病
院
等

④
①
〜
③
に
準
ず
る
施
設
（
※
）

⑤
通
学
時
間
帯
に
お
け
る
通
学
路

※
①
〜
③
に
準
ず
る
施
設
…
学
校
と

　

同
じ
用
途
に
使
用
さ
れ
て
い
る
施

　

設
（
学
習
塾
、
ピ
ア
ノ
教
室
、
書

　

道
教
室
）、
病
院
等
と
同
じ
よ
う

　

に
患
者
が
利
用
す
る
社
会
福
祉
施

　

設
等　

町
民
福
祉
課
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

（
矢
祭
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
４
６
‐
４
５
８
１
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Health 
information
健康情報

　

受
動
喫
煙
を
防
ぐ
た
め
に
、
県
や

県
民
の
皆
さ
ん
が
気
を
付
け
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
取
組

む
べ
き
こ
と
（
責
務
）
を
定
め
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
受
動
喫
煙
に
よ
る
県

民
の
皆
さ
ん
へ
の
悪
影
響
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
３

年
２
月
県
議
会
に
お
い
て
「
ふ
く
し

ま
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
が
議
員
提

案
さ
れ
成
立
し
、
令
和
３
年
４
月
１

日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。　

　

た
ば
こ
は
、
現
代
を
生
き
る
私
た

ち
の
健
康
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら

生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
の
よ
う

な
次
世
代
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
す
る
た
め
に
も
、
全
て
の

県
民
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
受
動
喫

煙
の
悪
影
響
を
理
解
し
、
子
ど
も
や

妊
婦
、
患
者
等
、
受
動
喫
煙
に
よ
り

健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
が
高
い
人
へ

特
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨

を
規
定
し
た
こ
と
。

　

本
条
例
で
は
、
受
動
喫
煙
の
防
止

に
関
し
、
県
民
等
の
責
務
を
努
力
義

務
と
し
規
定
し
、
県
、
県
民
等
、
事

業
者
及
び
管
理
権
限
者
等
が
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
お
い
て
、
受
動
喫
煙
防

止
対
策
を
講
じ
、
互
い
に
共
働
し
な

が
ら
受
動
喫
煙
に
よ
る
県
民
の
健
康

へ
の
悪
影
響
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に

よ
り
、
全
て
の
県
民
が
、
健
康
で
快

適
な
生
活
を
維
持
で
き
る
社
会
を
目

指
す
と
し
た
こ
と
。

【
子
ど
も
、
妊
婦
等
へ
の
配
慮
】

　

子
ど
も
や
妊
婦
等
は
、
受
動
喫
煙

に
よ
り
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
が
高

い
こ
と
か
ら
、
喫
煙
を
す
る
人
は
次

の
よ
う
な
場
面
（
※
）
で
、
喫
煙
を

し
な
い
よ
う
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

※
受
動
喫
煙
に
よ
り
健
康
を
損
な
う

　

お
そ
れ
の
高
い
人
が
利
用
し
て
い

　

る
場
所
や
同
室
の
空
間
、
同
乗
し

　

て
い
る
車
内

　

ま
た
、
た
ば
こ
を
消
し
た
後
に
残

留
す
る
た
ば
こ
の
に
お
い
や
、
そ
の

他
の
残
留
物
に
も
有
害
な
化
学
物
質

が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
有
害
物
質
等
を

摂
取
す
る
こ
と
に
よ
る
健
康
へ
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
研
究
段
階
で
あ
り

ま
す
が
、
受
動
喫
煙
に
よ
り
健
康
を

損
な
う
お
そ
れ
の
高
い
人
へ
特
に
配

慮
す
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

ふ
く
し
ま
受
動
喫
煙
防
止
条
例
の
公
布
に
つ
い
て

受
動
喫
煙
防
止
策

制
定
の
趣
旨
等
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矢祭町では、５月３１日から６月６日の禁煙週間に合
わせて、子どもの健康を考える連絡会を中心に、受動
喫煙防止を呼びかけていますので御協力をお願いいた
します。

問
い
合
わ
せ

新型コロナウイルス
ワクチン接種に関する情報

【65歳以上の方へ】
　先日、町内にお住いの 65 歳以上の
方を対象に、ワクチン接種に関するお
知らせと接種券、予診票等を送付いた
しました。予約いただいた方には、順次、
接種日等をお示ししたハガキを送付い
たしましたので、そちらに記載の内容
をよくご覧になり、当日指定の会場に
おいでくださいますようお願いいたし
ます。
　65 歳以上のワクチン接種希望者で、
まだ予約が済んでいない方は、早めの
ご連絡をお願いいたします。予約方法
については、接種券同封のお知らせを
ご覧ください。なお、接種は 5月 1日
より順次開始いたします。

【16歳から 64 歳までの方へ】
　国で定める優先順位に沿って、ご案
内いたします。もうしばらくお待ちく
ださい。

※4月末時点での内容です。国からワクチンの供
給量等により、今後、上記内容に変更が出る場合
があります。

■予約後の変更・キャンセル
①予約後の変更またはキャンセル等は、
　接種日の 3日前までに予約専用ダイ
　ヤルへ　
▶☎４６-３７５０

②当日、体調不良などで来所が困難な
　場合には、保健福祉センターへ
▶☎４６-４５８１

　４月８日（木）、矢祭町保健福祉センターにおい
て矢祭町保健推進員委嘱書交付式が開催され、今
年度は３９名に委嘱書が交付されました。
　総会では、会長に室伏美智子さん、副会長に須
藤和美さんと片野春江さんが選出され、令和３年
度事業計画について協議しました。保健推進員は、
地域に住む誰もが健康で、家族みんなが明るくい
きいきと暮らせるために連帯の輪を広げながら、
健康づくりを推進して
いく団体であり、主な
活動内容は、健康づく
りの意識啓発、情報収
集と提供、子育て支援
活動等です。

保健推進員に委嘱書交付

▲佐川町長から委嘱書の交付を受ける鈴木圭さん



　

こ
ん
に
ち
は
、
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
佐
瀬

で
す
。

　

早
い
も
の
で
、
今
年
も
も

う
５
月
。
朝
の
冷
え
込
み
も

少
な
く
な
り
、
季
節
も
だ
ん

だ
ん
と
夏
に
近
づ
い
て
き
た

気
が
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ぼ

く
が
矢
祭
町
に
や
っ
て
き
て

丸
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
残

り
の
協
力
隊
期
間
の
過
ご
し

方
が
大
事
だ
な
と
思
う
毎
日

で
す
。

　

さ
て
、
ぼ
く
た
ち
が
担
当

す
る
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
も
２
年
目
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
は
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
づ
く
り
を
よ
り

意
識
し
た
活
動
に
な
り
ま

す
。

１
年
目
は
地
域
の
方
と
の
交

流
を
広
げ
矢
祭
町
を
深
く
知

る
こ
と
が
目
標
で
し
た
が
、

２
年
目
は
、
や
り
た
い
こ
と

を
固
め
る
、
や
り
た
い
場
所

を
見
つ
け
る
な
ど
実
践
的
な

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
づ
く
り
を
考

え
る
場
面
も
増
え
て
く
る
の

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ID
O
BATA

ス
タ
ン
ド

（
仮
）
の
よ
う
に
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
め
る
空

間
づ
く
り
は
今
後
も
継
続
し

な
が
ら
、
よ
り
具
体
的
な
場

づ
く
り
を
こ
れ
か
ら
も
目
指

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
だ
ま
だ
時
間
は
か
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
は
今
ま
で
通

り
引
き
続
き
温
か
い
目
で
応

援
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
場
を
借
り
て
僕
の
活
動
を

少
し
だ
け
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
最
近
は
、
日
々

ぶ
ど
う
の
作
業
を
勉
強
し
な

が
らID

O
BA
T
A

ス
タ
ン

ド
（
仮
）
を
通
じ
た
場
づ
く

り
を
並
行
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。

　

な
ぜ
、
ぶ
ど
う
の
作
業
を

し
て
い
る
か
と
い
う
と
、
矢

祭
町
で
ぶ
ど
う
農
家
と
し
て

就
農
す
る
予
定
だ
か
ら
で

す
。
ぶ
ど
う
の
苗
も
50
本
買

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
後
に
は

引
け
ま
せ
ん
（
笑
）
こ
れ
か

ら
土
地
も
探
し
て
、
技
術
も

習
得
し
て
と
た
く
さ
ん
課
題

は
あ
り
ま
す
が
、
よ
そ
か
ら

来
た
若
者
の
挑
戦
と
し
て
見

守
っ
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し

い
で
す
。

　

ぶ
ど
う
農
家
を
目
指
し
た

理
由
な
ど
詳
細
は
長
く
な
り

ま
す
の
で
、
今
月
号
の
協
力

隊
マ
ガ
ジ
ン
に
も
掲
載
し
ま

す
。
そ
ち
ら
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。
勝
負
の
２
年
目
、

頑
張
り
ま
す
！

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.43

PROFILE（左下）
近藤秋子【こんどうあきこ】
埼玉県松伏町出身。前職は鉄道
会社勤務。趣味は旅行、スキー、
映画、読書。

ROFILE（左上）
佐瀬和宏【させかずひろ】
千葉県東金市出身。前職は
農協職員。車中泊・旅が趣味。

ROFILE（右上）
影山陽一【かげやまよういち】
宮城県仙台市出身。前職はPCエ
ンジニア、ブライダル音響。

PROFILE（右下）
井上恵【いのうえめぐみ】
福岡県出身。前職はWEBデザイ
ナー。趣味は旅行、歩くこと。

あきこ】
前職は鉄道
行、スキー、

ROFILE（左上）
佐瀬和宏【させかずひろ】
千葉県東金市出身。前職は
農協職員。車中泊・旅が趣味。

ROFILE（右上）
影山陽一【かげやまよういち】
宮城県仙台市出身。前職はPCエ
ンジニア、ブライダル音響。

デザイ
と。
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協力隊員が運営している
Facebook では、隊員
の活動等をさらに詳しく
見ることができます。▶

　

こ
ん
に
ち
は
、大
和
田
で
す
。

今
年
も
日
差
し
が
強
い
日
が
増

え
て
き
ま
し
た
。
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
中
は
も
う
夏
が
来
た
か

の
よ
う
な
暑
さ
で
す
。
５
月
は

体
が
ま
だ
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
に
、
熱
中
症
に
な
る
方

も
多
い
そ
う
で
す
。
皆
様
も
お

体
に
は
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
４
月
の
活
動
報
告
で

す
。４
月
は
収
穫
期
に
向
け
て
、

鉄
パ
イ
プ
を
使
っ
た
支
柱
の
設

置
を
主
に
行
い
ま
し
た
。
今
年

は
収
穫
量
を
増
や
す
た
め
に
ラ

ズ
ベ
リ
ー
の
本
数
を
増
や
す
予

定
な
の
で
、
去
年
よ
り
も
頑
丈

に
作
り
直
し
ま
し
た
。

　

ハ
ウ
ス
３
棟
の
増
設
の
準
備

も
進
め
て
い
ま
す
。
梅
雨
に
入

る
前
に
１
棟
で
も
多
く
完
成
さ

せ
た
い
で
す
。
力
仕
事
が
多
く

な
り
ま
す
が
、
今
月
か
ら
、
ラ

ズ
ベ
リ
ー
担
当
の
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
新
し
く
着
任
い
た

し
ま
す
の
で
、
力
を
合
わ
せ
て

頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

初の手元焼展示会

　いよいよ初の手元焼の展示会が矢祭町中央公民館の展示ホールで始
まりました。期間は令和３年5月1日（土）から令和３年５月30日
（日）までとなっています。身近によく見ていたものがあると思いま
すが、初めてご覧になるものもたくさんあることでしょう。
　用即美としての素晴らしい陶磁器が、こんなにも多く矢祭町に残さ

れていたことは本当に誇
らしいことです。この展
示会を機に、皆様自身の
目で手元焼の魅力を確か
めてみてはいかがでしょ
うか。

PROFILE
大和田達也【おおわだたつや】
福島県富岡町出身。前職は大学
生。趣味は犬の散歩をすること。
担当業務はラズベリー新興

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆき】
静岡県浜松市出身。前職は書道
用品店経営。音楽鑑賞とお茶が
趣味。担当業務は町文化財振興。

ROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆ
静岡県浜松市出身。前職
用品店経営。音楽鑑賞と
趣味。担当業務は町文化

9

▲ラズベリーの生育状況です。支柱により実の位置を固定す
ることでラズベリーが倒れにくくなり、また、収穫もしやす
くなっています。

左▶栽培中のぶどう苗の様子です。３年後には立派なぶどうが収穫できるようになっているはず？／右▶矢祭小学校で行われた子ども会の企画に
IDOBATAスタンド（仮）も参加させていただきました。地域の皆さんとの交流も着実に増えています。
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■休憩スペース（無料）
　ちょっとした休憩やトイレ、フリー
Wi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料
提供、地域情報の案内、もったいない文
庫の取り扱いも行っています。
　待ち時間やお買い物の途中など、お気
軽にお立ち寄りください。

■「買ってくっぺ便」のご相談承り中
　買い物の注文・配達サービスを行って
おります。生活用品、お菓子、調味料な
ど一品からでも注文OK！
　詳細等については、下記をご覧いただ
くか『まちの駅やまつり』にお問い合わ
せください。

ＨＰ

Facebook

「買ってくっぺ便」NEWS

矢祭町の宅配サービス「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と地元商店の活性化を目指す『町
民のための町民による手づくりサービス』です。
【利用方法】
　①まちの駅に電話をして無料会員登録をする
　②電話（平日：9時～ 16 時）・FAX・メールで注文する
　③まちの駅職員が地元商店から代わりに購入
　④商品を受け取る（平日：9時～ 11 時までのご注文は
　　14 時～ 16 時にお届け。17 時までは、まちの駅での
　　受け取りも可能）

【問い合わせ】
　まちの駅やまつり
　☎：0247-57-5659
　FAX：0247-57-5660
　mail：kattekuppe@yahoo.co.jpp

　今月の買ってくっぺ便からのおすすめ商品のご案内で
す！
　配達できる曜日が決まっているお店もありますので、
ご注意ください。文字が見えづらい場合は、まちの駅や
まつりのホームページにも掲載してありますので、そち
らをご覧ください。

俳
句　

ふ
き
の
芽
句
会

滝
川
を
登
る
人
待
つ
水
芭
蕉

桜
追
い
た
た
ず
み
処
写
真
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
森　

泰
幸

鶯
の
声
断
ち
消
し
ぬ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト

春
の
山
世
事
万
象
を
ふ
と
こ
ろ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

良
夫

茶
の
花
や
小
学
唱
歌
口
ず
さ
む

鍬
置
い
て
誘
い
に
甘
え
花

は
な
む
し
ろ筵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金
沢　

タ
ツ

牡
丹
の
若
芽
数
え
て
杖つ

え

の
庭

柿
若
葉
昔
の
屋
号
で
呼
び
合
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
志
津
子

■5月は端午の節句です

まちの駅では5月の端午の節句に合わせて「矢組の五人囃
子」よる手作り鯉のぼりの展示を行っています。お気軽にお
越しください。展示期間は5月31日までとなっております。
　フリースペースは展示や講座、販売会等、どなたでも自由
にご利用いただけます。詳しくは、まちの駅にお問い合わせ
ください。
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図 書 館 だ よ り
libr ary Information

手づくり絵本コンクール
入賞作品電子書籍を
公開しました。

　図書館ホームページより、第
11 回、第 12 回手づくり絵本コ
ンクール入賞作品の電子書籍 28
作品を公開しました。
　最優秀賞受賞者は、「絵本大使」
として活動をしています。
　パソコン・スマートフォンから
ご覧ください。

ＰＩＣＫ　ＵＰ

【今月の休館日】
毎週月曜日

【問い合わせ】
矢祭もったいない図書館　☎ 46-4646　FAX：57-7500

「季節のおはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
　５月１６日（日）午後２時～午後３時

【５月のイベント】

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
四
月
詠
草

コ
ロ
ニ
ー
の
殺
処
分
し
か
策
な
し
と

一
千
万
羽
の
鶏
憐
れ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

む
ず
む
ず
と
芽
吹
け
る
樹
々
の
力
水

弥
生
の
雨
は
け
ぶ
り
つ
つ
降
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

庭
先
の
近
づ
く
吾
を
恐
れ
ず
に

餌
を
啄
ば
む
二
羽
の
セ
キ
レ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

星　
　

初
枝

杉
苗
を
山
ほ
ど
背
負
い
行
き
し
道

今
も
残
り
て
懐
か
し
く
眺
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

山
里
に
育
ち
し
吾
は
山
が
好
き

林
道
歩
け
ば
心
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

咲
き
満
つ
る
桜
と
一
面
菜
の
花
の

あ
わ
い
に
あ
り
て
春
を
眩
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齊
藤　

𠮷
民

ま
じ
ま
じ
と
わ
れ
を
見
つ
め
る
み
ど
り
児
と

マ
ス
ク
を
着
け
ず
見
合
う
日
の
来
よ

　
　
　
（
コ
ロ
ナ
禍
中
）　　

片
野　

税
子

か
た
く
り
の
う
す
紫
の
花
開
き

「
来
る
里
の
杜
」
に
季
節
を
知
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
自
粛
の
日
々
の
な
か

感
染
者
増
し
戸
惑
う
ば
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江

「あかちゃんおはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
　６月３日（木）午前 10時～正午
▶３歳までの乳幼児と、そのご家族のためのおはなし会です。

「プレママ・プレパパおはなしかい」（矢祭もったいない図書館　特別書庫）
　６月３日（木）午後２時～午後３時
▶妊娠している方、パートナー、ご家族の方にむけて、「おはなしかい」を
　 開催します。 体調に合わせてお越しください。

　　  ※生まれてくるお子様に、絵本１冊プレゼントします。

【６月のイベント】
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メッセージ

from結婚支援室（81）

message 今
年
度
４
月
よ
り
結
婚
支
援
室

は
新
し
い
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
て

お
り
ま
す
。
出
会
い
サ
ポ
ー
タ
ー

10
名
（
再
任
８
名
、
新
任
２
名
）

の
方
に
認
定
書
も
交
付
さ
れ
、
豊

富
な
経
験
を
持
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

７
名
の
方
々
と
新
人
プ
ラ
ン
ナ
ー

１
名
が
、「
幸
せ
に
な
る
」
お
手

伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
幸
せ
に
な

る
た
め
の
１
歩
を
踏
み
出
し
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
「
チ
ャ
ン
ス
の
神
様
は
前
髪
し

か
な
い
」（
ギ
リ
シ
ャ
神
話
）
誰

も
が
平
等
に
与
え
ら
れ
て
い
て
、

そ
れ
に
気
づ
き
掴
む
こ
と
が
で
き

る
か
、
見
逃
し
て
し
ま
う
か
、
ぜ

ひ
「
幸
運
の
切
符
」
を
１
人
で
も

多
く
の
方
に
、
手
に
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
幸
せ

に
な
り
た
い
」「
家
族
を
幸
せ
に

し
た
い
」
と
思
っ
た
ら
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
勇
気
を
出
し
て
、
面
倒
に

思
わ
ず
１
歩
を
踏
み
出
し
、
行
動

を
起
こ
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？
安
心
し
て
ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、

相
談
内
容
や
個
人
情
報
等
、
秘
密

は
厳
守
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
婚
支
援
室
で
は
、
こ
れ
ま
で

に
多
く
の
方
々
か
ら
ご
意
見
や
情

報
、ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

活
動
を
進
め
る
上
で
、
必
要
不
可

欠
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

PROFILE
【タキシードやまっぴー】
平成31年 4月号より登場。
頑張っていることは『縁結び』

「おしゃべりカフェ」

毎月第3水曜日　午後6時～午後9時

「結婚相談会」

隔月第４土曜日　午前10時～午後3時
　（偶数月）

詳しくは、結婚支援室（☎ 46-4884）
までお電話下さい。

結婚相談室からのお知らせ

13

耐震診断

木造住宅耐震診断者派遣事業、木造住宅耐震改修支援事業を行っています

耐震改修

【対象住宅】 町内に存在する木造住宅で、次のす
　べてに該当する住宅
　①所有者が自ら居住する住宅
　②昭和 56 年５月 31 日以前に着工された住宅
　③在来軸組工法、伝統的工法および枠組壁工法
　　などによる３階建て以下の住宅
　④過去に本事業の耐震診断を受けていない住宅

【申込方法】　次の書類をご提出ください
　①木造住宅耐震診断者派遣申込書
　②付近見取り図
　③各階平面図
　④着工時期が確認できる資料
　⑤納税証明書
　⑥世帯全員の住民票謄本
　⑦図面等の書類が不足する場合は、担当課まで
　　ご連絡ください

【申込期限】　令和 3年 7月 30 日（金）
【募集戸数】　２戸
【診断費用】　６千円（個人負担）
【その他】　申し込み多数の場合は、建築年次の古
　い順および必要と考える木造住宅を優先します。

【対象住宅】　町内に存在する木造住宅で、次のす
　べてに該当する住宅
　①所有者が自ら居住する住宅
　②昭和 56 年５月 31 日以前に着工された住宅
　③在来軸組工法、伝統的工法および枠組壁工法
　　などによる３階建て以下の住宅
　④耐震診断を受けた結果、その基準未満の住宅
　⑤補助金交付決定年度に、耐震改修工事が完了す
　　るもの

【申込方法】　次の書類をご提出ください
　①補助金交付申請書
　②付近見取り図、配置図、平面図、基礎伏図、　
　　耐震補強詳細図
　③工事着工前の写真
　④木造住宅耐震診断報告書の写し
　⑤見積書の写し
　⑥実施計画時の耐震計算書
　⑦建築士免許の写し
　⑧納税証明書

【申込期限】　令和 3年 7月 30 日（金）（先着順）
【募集戸数】　1戸
【支援内容】　改修方法に応じて、35万円～ 100万
　円を上限とし、工事費用の2分の 1以内

事業課事業グループ☎４６-４５７７問

■
令
和
４
年
度
矢
祭
町
職
員
採
用
候
補
者
試
験

　ただし、次の各号のいずれかに該当する者は受験できません。
　①日本の国籍を有しない者
　②禁錮以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくな
　　るまでの者
　③本町職員として懲戒免職の処分を受け、当該処分日から２年を経過しない者
　④日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破
　　壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加入した者
■試験の方法及び期日、時間
　第１次試験　令和 3年 7月 11日（日）　受付時間午前 9時から 9時 30分
　　①教養試験（大学卒程度・短大卒程度・資格免許職）　午前 10時から正午
　　　職員として必要な一般知識及び知能について、択一式による筆記試験を行います。
　　②一般性格診断検査（一般事務・保育士・幼稚園教諭）　午後 0時 45分から 1時 20分
　　　職員として必要な資質を備えているかを性格の面からみる検査を行います。
　第２次試験

　　第１次試験合格者に対して、個別面接による試験を行います。
■試験会場
　第１次試験 福島大学（福島市金谷川 1番地）　
　　※新型コロナウイルス感染症の今後の拡大状況によっては、会場を分散し実施する可能性があります。

第２次試験　第１次合格者に対して後日通知いたします。
■受験手続
　申込用紙の請求　申込用紙は、矢祭町役場で交付します。
※郵便により申込用紙を請求する場合は、封筒の表に「大学卒程度試験申込用紙請求」

　　  又は「短大卒程度・資格免許職試験申込用紙請求」と朱書し、120円切手を貼った
　　  宛先明記の返信用封筒（角型２号）を必ず同封してください。
申込の方法 申込用紙に必要事項を記入して、矢祭町役場に提出してください。
　　※申込書を郵送する場合は 84円切手をはった自分宛の封筒を同封し、その表に「大
　　　学卒程度試験申込」又は「短大卒程度・資格免許職試験申込用紙請求」と朱書して
　　　送付してください。
■受付期間
　令和 2年 5月 10日（月）から同 6月 11日（金）まで（執務時間中に限ります。）
　　※郵便による申込書提出の場合は、6月 11 日（金）までの消印のあるものに限り受
　　　付けます。
■問い合わせ
　自立総務課総務グループ☎０２４７-４６- ３１３１

試験職種 一般事務（大学卒程度）、保育士・幼稚園教諭（短大卒程度・資格免許職）

採用予定者人数 若干名

受験資格

【一般事務】
昭和 56 年 4月 2日から平成 12 年 4月 1日までに生まれた者
（学歴は問いません）

【保育士・幼稚園教諭】
昭和 56 年 4月 2日から平成 14 年 4月 1日までに生まれた者で、両方の資格・
免許を有する者又は令和 4年 3月までに両方の資格・免許を取得見込みの者
（学歴は問いません）
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TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　４月８日（木）、やまつりこども園遊戯室にて、
やまつりこども園幼児教育部入園式が行われまし
た。今年度は、３歳児３４人（男児１４人、女児
２０人）と４歳児１人（女児１人）の笑顔が新たに
幼児教育部に加わり、園児数は合わせて１１９名と
なりました。

　４月６日（火）、矢祭小学校体育館において、矢
祭小学校入学式が行われました。今年度は男子２２
人、女子２１人の計４３人が入学を許可され、初め
て小学校に登校した児童たちは、名前を呼ばれると
元気な声で返事をし、これから始まる小学校生活に
期待を膨らませていました。

　４月６日（火）、矢祭中学校入学式が矢祭中学校
体育館で行われました。真新しい制服に身を包んだ
男子１５人、女子２２人の計３７人が伝統ある矢祭
中学校への入学を許可されました。新入生は、輝く
未来への希望を胸に中学生としての新たな一歩を踏
み出しました。

元気いっぱいの４３名が入学
▶矢祭小学校入学式

３５名の笑顔が加わる
▶やまつりこども園幼児教育部入園式

未来に輝く３７名が入学
▶矢祭中学校入学式

　４月１４日（水）、役場第１会議室において、町
とヤマト運輸株式会社による地域包括連携協定式が
行われました。式では、佐川町長と齊藤郡山主幹支
店長が協定書に署名をし、地域が抱える様々な課題
解決に向け双方の強みを生かしながら連携していく
ことを確認しました。

地域活性化及び住民サービスの向上を目指す
▶矢祭町とヤマト運輸株式会社との地域包括連携協定式

地域に根ざした相談員
▶自衛官募集相談員委嘱式

　4月２１日（水）、役場第１会議室で自衛官募集
相談員委嘱式が行われ、これまで５期１０年に渡り
本町から自衛官を目指す方の相談役として尽力され
てきた東舘在住の小林煇武さんに、佐川町長と岡本
自衛隊福島地方協力本部長から６期目の委嘱状が交
付されました。

子どもたちの健やかな成長等を願い
▶寄附採納式

　４月１４日（水）、子育て支援日本一を目指す本
町で健やかに成長する子どもたちやスポーツの振興
に役立ててもらいたいと棚倉町の南商事（株）阿久
津富夫社長と光子専務が来庁し、同社のボウリング
場オープン５０周年を記念して１００万円を寄付し
ました。

　４月９日（金）、役場第１会議室にて、矢祭町出
会いサポーター認定書交付式が行われ、佐川町長か
ら 1人 1人に認定書が交付されました。出会いサ
ポーターは、若い世代を中心に結婚支援を展開する
とともに会わせてみたい独身者同士の出会いのきっ
かけ作りをするなどの活動を行います。

良縁結びをサポート
▶矢祭町出会いサポーター認定書交付式
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やまつり

№156
2021.5.1議会議会だよりだより

第２回定例会
３月８日～１２日

令
和
３
年
度
一
般
会
計
予
算
47
・
８
億
円
を
可
決
！

【
前
年
度
比
１
・
１
％
の
増
】

教
育
委
員
会
委
員
任
命　

全
会
一
致
で
同
意

　

３
月
定
例
議
会
は
、
３
月
８
日
か
ら
12
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明

が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
、
３
日
目
は
一
般
質
問
を
行
い
、
議
員
８
名
が
登
壇
し
町
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

４
日
目
は
、
予
算
特
別
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
並
び
に
水
道
事
業
会
計
の
予
算

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行
わ
れ
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
４
件
、
町
道
路
線
の
廃
止
１
件
、
令
和
２

年
度
各
会
計
補
正
予
算
９
件
、
令
和
３
年
度
各
会
計
予
算
９
件
、
人
事
案
件
２
件
の
合
計
25
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
追
加
提
案
と
し
て
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
１
件
、
議
員
提
出
案
件
の
意
見
書
１
件
が
提

案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

　

本
町
は
、
平
成
13
年
10
月
31

日
の
「
市
町
村
合
併
を
し
な
い

矢
祭
町
宣
言
」
以
来
、
町
民
・

議
会
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
む
「
自
立
す
る
町
づ
く

り
」
を
推
進
し
、
「
選
択
と
集

中
」
に
よ
る
重
点
化
を
図
り
な

が
ら
、
多
様
化
す
る
行
政
課
題

や
、
町
民
ニ
ー
ズ
に
迅
速
か
つ

着
実
に
対
応
す
る
た
め
、
地
方

自
治
の
基
本
で
あ
る
最
小
の
軽

費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
べ

く
、
努
力
を
重
ね
て
ま
い
っ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

矢
祭
町
の
あ
る
べ
き
将
来

像
を
し
っ
か
り
と
思
い
描
き
、

「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
為

す
」
の
精
神
を
も
っ
て
、
先
人

か
ら
受
け
継
い
だ
郷
土
矢
祭
町

を
子
々
孫
々
に
引
き
継
ぐ
こ
と

こ
そ
が
、
私
た
ち
町
政
執
行
者

に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
、
本
町
に
お
け
る
令
和

３
年
度
一
般
会
計
の
予
算
編
成

で
あ
り
ま
す
が
、
予
算
編
成
に

あ
た
っ
て
は
、
収
支
均
衡
を
保

持
し
つ
つ
健
全
財
政
の
堅
持
に

努
め
る
と
と
も
に
、
本
年
２
月

に
策
定
し
た
、
令
和
３
年
度
が

初
年
度
と
な
る
「
第
６
次
矢
祭

町
総
合
計
画
」
に
町
の
将
来
像

と
し
て
掲
げ
た
「
ま
ち
が
好
き　

共
に
生
き
て　

笑
顔
あ
ふ
れ
る　

や
ま
つ
り
ま
ち
」
の
実
現
に
向

け
、
「
町
域
の
均
衡
あ
る
発
展
」

と
「
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

の
福
祉
の
向
上
」
に
つ
な
が
る

予
算
編
成
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
基
本
方
針
に
基
づ
く
次

年
度
の
重
点
事
業
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
１
つ
目
と
い
た
し
ま

し
て
、
本
町
で
は
未
だ
感
染
者

は
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
町
民

の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

の
迅
速
か
つ
円
滑
な
接
種
体
制

を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

役
場
内
の
組
織
整
備
を
図
る

こ
と
は
と
も
よ
り
、
県
、
郡
内

町
村
及
び
東
白
川
郡
医
師
会

等
、
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制

を
構
築
し
、
官
民
連
携
の
も

と
、
町
を
挙
げ
て
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

次
に
、
高
齢
者
の
安
否
確
認

や
有
事
の
際
の
広
報
・
伝
達
に

活
用
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度

に
整
備
し
ま
し
た
「
Ｉ
Ｐ
告
知

シ
ス
テ
ム
」
が
更
新
時
期
を
迎

え
、
新
た
な
デ
ジ
タ
ル
通
信
環

境
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備

町
長
施
政
方
針
（
要
旨
）

事
業
に
お
い
て
、
各
世
帯
に
設

置
し
た
端
末
機
器
を
更
新
し
、

さ
ら
な
る
行
政
情
報
や
防
災
情

報
等
の
配
信
と
加
入
促
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
「
東
館
駅
周
辺
整
備

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
、

町
民
に
よ
る
「
東
館
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
」
や
、
職
員

等
に
よ
る
「
東
館
駅
周
辺
整
備

計
画
検
討
会
」
に
お
い
て
、
協

議
・
検
討
を
重
ね
、
基
本
計
画

を
策
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

次
年
度
は
こ
の
基
本
計
画
に
基

づ
き
「
駅
舎
の
建
築
設
計
」
や

「
駅
前
広
場
の
測
量
設
計
」
等

の
実
施
設
計
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

町
の
中
心
で
あ
る
東
館
駅
周

辺
の
整
備
計
画
は
、
町
の
活
性

化
に
大
き
く
寄
与
す
る
も
の
と

確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。
駅
東

側
中
心
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出

に
軸
足
を
置
き
な
が
ら
、
中
央

公
民
館
や
駅
舎
の
改
築
、
東
口

駅
前
広
場
の
整
備
な
ど
、
町
の

中
心
市
街
地
に
ふ
さ
わ
し
い
環

境
を
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
駅
西
側
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
一
昨
年
の
台
風
19
号
に

よ
る
浸
水
被
害
等
の
状
況
を
鑑

み
、
一
旦
凍
結
を
い
た
し
ま
す

が
、
今
後
も
久
慈
川
の
治
水
対

策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
社
会
経
済
等
へ
の
影
響
を

考
慮
し
な
が
ら
、
慎
重
か
つ
段

階
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
町
の
８
割
を
占
め
る

森
林
は
、
水
を
育
み
、
土
砂
の

流
出
を
防
い
で
い
る
な
ど
、
多

面
的
な
機
能
を
有
し
て
お
り
ま

す
。
適
切
な
森
林
整
備
を
行
い
、

森
林
機
能
の
維
持
管
理
を
図
る

た
め
、
継
続
し
て
「
ふ
く
し
ま

森
林
再
生
事
業
」
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

次
に
、
県
立
自
然
公
園
矢
祭

山
は
、
町
の
名
称
の
由
来
と

な
っ
て
い
る
と
お
り
、
風
光
明

媚
な
郷
土
矢
祭
の
象
徴
で
す
。

こ
の
矢
祭
山
公
園
に
お
い
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
着
手
し
ま
し

た
「
あ
ゆ
の
吊
橋
周
辺
親
水
広

場
整
備
事
業
」
の
第
４
期
工
事

に
取
り
組
み
、
様
々
な
魅
力
を

探
訪
で
き
る
矢
祭
山
公
園
周
遊

コ
ー
ス
の
拠
点
と
し
て
、
仕
上

げ
の
整
備
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
滝
川
渓
谷
に
お
い
て

は
、
平
成
13
年
度
と
14
年
度
の

２
ケ
年
で
実
施
し
た
遊
歩
道
整

備
か
ら
18
年
が
経
過
し
、
遊
歩

道
内
に
設
置
し
た
木
の
橋
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
修

繕
工
事
を
行
い
、
利
用
者
の
安

全
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
観

光
資
源
の
魅
力
を
高
め
、
交
流

人
口
の
増
加
に
つ
な
げ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
今
年
度
よ
り
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
対
象
事

業
と
し
て
実
施
し
て
お
り
ま

す
「
東
橋
橋
梁
補
修
工
事
」
を

継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。
橋
梁

等
の
計
画
的
か
つ
予
防
的
な
改

修
は
、
歩
行
者
及
び
通
行
車
両

の
安
全
確
保
や
維
持
管
理
コ
ス

ト
の
縮
減
を
図
る
上
で
大
変
重

要
で
あ
り
ま
す
。
次
年
度
以
降

も
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ

き
、
橋
梁
の
補
修
工
事
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
消
防
用
備
品
購
入
事

業
と
い
た
し
ま
し
て
、
小
型
動

力
ポ
ン
プ
２
台
の
購
入
配
備
に

よ
り
、
消
防
活
動
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
昨
年
の
地
域
懇

談
会
で
要
望
の
あ
り
ま
し
た
南

沢
地
区
の
防
火
水
槽
を
耐
震
性

貯
水
槽
へ
改
修
し
、
火
災
発
生

時
に
お
け
る
水
利
確
保
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
の
地
震
や
台
風

等
の
自
然
災
害
は
、
頻
発
・
激

甚
化
し
て
お
り
ま
す
。
防
災
・

減
災
の
観
点
か
ら
、
次
年
度
か

ら
の
３
ケ
年
で
、
町
内
の
全
避

難
所
に
備
蓄
倉
庫
と
発
電
機
、

簡
易
照
明
器
具
等
の
防
災
備
品

や
毛
布
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等

の
避
難
所
用
品
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
首
都
圏
等
の
自
治
体

と
防
災
協
定
を
締
結
し
、
防
災

体
制
の
強
化
と
関
係
人
口
の
創

出
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
今
年
度
に
引
き
続
き

地
域
活
性
化
事
業
に
取
り
組

み
、
風
評
被
害
の
払
拭
や
矢
祭

町
の
食
の
安
全
・
安
心
情
報
の

発
信
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
に
と
り
ま
し
て
、

交
流
人
口
の
拡
大
は
大
変
重
要

で
あ
り
ま
す
。
交
流
人
口
・
定

住
人
口
拡
大
事
業
と
し
て
、
ま

ち
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
向
上

事
業
を
実
施
し
、
交
流
人
口
・

定
住
人
口
拡
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

次
に
、
地
域
懇
談
会
で
数
多

く
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
、
中

小
河
川
の
土
砂
除
去
を
優
先
順

位
の
高
い
所
か
ら
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
新
規
事
業
と
し

て
「
庁
舎
修
繕
工
事
設
計
委
託

事
業
」
、
「
コ
ン
ビ
ニ
収
納
シ
ス

テ
ム
改
修
委
託
事
業
」
、
「
結
婚

新
生
活
支
援
事
業
」
、
「
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
基
本
調

査
・
計
画
策
定
委
託
事
業
」
、「
滝

川
渓
谷
整
備
測
量
設
計
委
託
事

業
」
、
「
小
中
学
校
入
学
祝
い
金

事
業
」
、
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
委

託
事
業
」
、
「
矢
祭
中
学
校
屋
内

運
動
場
改
修
設
計
委
託
事
業
」
、

「
預
か
り
保
育
施
設
増
築
事
業
」

等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
継

続
事
業
と
し
て
「
中
山
間
地
域

等
直
接
支
払
事
業
」
、
「
多
面
的

機
能
直
接
支
払
事
業
」
、
「
農
業

施
設
等
補
修
事
業
」
、
「
林
道
維

持
補
修
事
業
」
、
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
事
業
」
、
「
観
光
施
設
維

持
管
理
事
業
」
、
「
道
路
橋
梁
維

持
管
理
事
業
」
等
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
「
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

日
本
一
」
を
目
指
し
、
「
結
婚

支
援
事
業
」
や
「
子
育
て
世
帯

定
住
支
援
助
成
金
事
業
」
、
「
特

定
不
妊
治
療
助
成
事
業
」
、
「
す

こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
誕
生
祝
い
金

事
業
」
、「
こ
ど
も
園
の
保
育
料
・

授
業
料
の
軽
減
」
、
「
給
食
費
の

軽
減
」
、
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ

ル
ズ
研
修
」
、
「
小
中
学
校
入
学

支
援
運
動
着
等
支
給
事
業
」
、

「
高
校
生
奨
学
助
成
金
制
度
」
、

「
高
田
基
金
に
よ
る
教
育
支
援

事
業
」
等
を
継
続
し
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
国
・
県
道
の
改
良
や

久
慈
川
の
堤
防
建
設
な
ど
、
事

業
の
早
期
完
成
の
た
め
、
県
当

局
へ
の
要
望
活
動
を
続
け
て
ま

い
り
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
も
、
従
来
の
と

お
り
町
民
目
線
に
立
ち
、
郷
土

矢
祭
町
の
発
展
の
た
め
、
町
民

の
皆
様
、
議
員
の
皆
様
と
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
、
職
員
共
々
全

力
で
町
政
運
営
を
進
め
て
ま
い



る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
総
額

は
47
億
８
千
万
円
と
な
り
、
前

年
度
当
初
予
算
47
億
３
千
万
円

と
比
較
し
て
５
千
万
円
の
増

で
、
率
に
し
ま
し
て
１
・
１
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

◎
矢
祭
町
印
鑑
の
登
録
及
び
証

明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
７
号
）

　

総
務
省
が
定
め
る
「
印
鑑
登

録
証
明
事
務
処
理
要
領
」
と
の

整
合
性
を
図
る
と
と
も
に
、
実

際
の
事
務
処
理
と
の
齟
齬
を
解

消
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
土
地
開
発
基
金
の
設

置
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
議
案
第
８
号
）

　

基
金
利
子
の
元
金
へ
の
積
立

に
伴
い
、
基
金
の
額
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
敬
老
祝
金
支
給
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
９
号
）

　

祝
日
法
の
改
正
に
伴
い
、
敬

老
祝
金
の
支
給
対
象
基
準
日
が

毎
年
異
な
る
状
況
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
支
給
対
象
基
準
日
を

「
敬
老
の
日
」
か
ら
「
９
月
１
日
」

に
改
め
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案
第

10
号
）

　

第
８
期
介
護
保
険
事
業
計
画

の
策
定
に
伴
い
、
関
連
す
る
条

項
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

◎
町
道
路
線
の
廃
止
（
議
案
第

11
号
）

　

復
興
再
生
基
盤
整
備
事
業

「
基
幹
農
道
整
備
中
石
井
３
期

地
区
工
事
」
の
実
施
に
伴
い
、

路
線
の
大
部
分
が
こ
の
基
幹
農

道
と
重
複
す
る
町
道
我
満
平
線

を
廃
止
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
道
路
法
第
10
条
第
１
項
及

び
同
法
第
10
条
第
３
項
の
規
定

に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
12
号
）

　

今
年
度
の
各
種
事
務
、
事
業

の
確
定
に
伴
う
も
の
で
、
歳
入

に
お
け
る
町
民
税
、
固
定
資
産

税
、
法
人
事
業
税
交
付
金
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業
費
補
助
金

等
の
増
額
、
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
費
補
助
金
、
基
金
繰
入

金
、
町
債
等
の
減
額
、
歳
出
に

お
け
る
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
報
酬
、
地
域
情
報

通
信
基
盤
整
備
工
事
費
、
障
が

い
者
自
立
支
援
費
の
扶
助
費
、

林
道
維
持
工
事
費
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
支
援

金
、
高
地
原
橋
本
橋
復
旧
工
事

負
担
金
等
の
減
額
が
主
な
補
正

の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
13
号
）

　

保
険
給
付
費
の
確
定
に
伴
う

減
額
が
主
な
補
正
の
内
容
で

す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
14
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
前
年
度
繰
越

金
の
増
額
、
歳
出
に
お
け
る
一

般
会
計
繰
出
金
の
計
上
が
主
な

補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
15
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
16
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
17
号
）

　

保
険
給
付
費
の
確
定
に
伴
う

増
額
が
主
な
補
正
の
内
容
で

す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
議
案
第
18
号
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金
等
の
確
定
に
伴
う
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
19
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
20

号
）

　

事
務
事
業
の
確
定
に
伴
う
補

正
が
主
な
内
容
で
す
。
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◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
予
算
（
議
案
第
21
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
22
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
工
場
団

地
造
成
事
業
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
23
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
宅
地
造

成
事
業
特
別
会
計
予
算
（
議
案

第
24
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
予

算
（
議
案
第
25
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
26

号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
特
別
会
計
予
算

（
議
案
第
27
号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
予
算
（
議
案
第
28

号
）

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
予
算
（
議
案
第
29
号
）

◎
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
議
案
第
30
号
）

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
第
４
条
第

２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の

同
意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

全
会
一
致
で
、
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
（
諮
問
第
１
号
）

　

福
島
地
方
法
務
局
長
よ
り
、

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
依
頼
が

あ
っ
た
た
め
、
人
権
擁
護
委
員

法
第
６
条
第
３
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も

の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
、
推
薦
す
る
こ

と
が
適
任
と
さ
れ
ま
し
た
。

◎
令
和
元
年
度
林
業
専
用
道
戸

塚
線
開
設
２
期
工
事
請
負
変
更

契
約
の
締
結
（
議
案
第
31
号
）

　

令
和
２
年
10
月
19
日
付
け
で

工
事
請
負
契
約
を
締
結
し
た
令

和
元
年
度
林
業
専
用
道
戸
塚
線

開
設
２
期
工
事
の
請
負
変
更
契

約
を
締
結
す
る
た
め
、
地
方
自

治
法
第
96
条
第
１
項
第
５
号
及

び
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
契

約
及
び
財
産
の
取
得
又
は
処
分

に
関
す
る
条
例
第
２
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

〇
変
更
前
工
事
請
負
金
額

４
６
，
２
０
０
，
０
０
０
円

〇
変
更
後
工
事
請
負
金
額

　
　

５
１
，
３
５
４
，
６
０
０
円

〇
変
更
に
よ
る
工
事
請
負
金
額

増　
　

５
，
１
５
４
，
６
０
０
円

◎
提
出
さ
れ
た
請
願
は
、
所
管

の
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

本
会
議
に
お
い
て
審
査
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
提
出
の
請
願

請
願
者

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
福
島

県
連
合
会
東
白
川
地
区
連
合

　
　

議
長　

松　

本　

浩　

和

紹
介
議
員　

片　

野　

一　

也

審
査
結
果　

採　

択

〇
国
に
対
し
、
「
再
審
法
（
刑

事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
）
の
改

正
を
求
め
る
意
見
書
」
の
提
出

を
求
め
る
請
願

請
願
者　

日
本
国
民
救
援
会
福
島
県
本
部

　
　

会
長　

広　

田　

次　

男

紹
介
議
員　

大　

森　

泰　

幸

審
査
結
果　

不　

採　

択

◎
矢
祭
東
部
地
域
整
備
促
進
期

成
同
盟
会　

会
長　

片
野
堯
夫

様
よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま
し

た
。

〇
国
道
３
４
９
号
小
田
川
２
工

区
終
点
地
か
ら
川
又
丁
字
路
先

ま
で
の
２
車
線
化
に
つ
い
て

〇
国
道
３
４
９
号
及
び
町
道
東

舘
追
分
線
支
障
木
伐
採
に
か
か

る
助
成
制
度
の
創
設
に
つ
い
て

〇
町
道
東
舘
追
分
線
の
高
野
谷

地
地
内
２
車
線
化
に
つ
い
て

〇
町
道
機
能
の
確
保
と
農
道
の

舗
装
化
に
つ
い
て

〇
田
川
の
堆
積
土
砂
の
除
去
と

防
止
策
に
つ
い
て

条　
　
　

例

各
分
野
の
施
策
に
優
先
順
位

を
つ
け
、
事
業
等
の
厳
し
い

選
択
を
行
っ
た
予
算
編
成

令和２年度各会計別予算補正状況（議案第 12～ 20 号）
（単位：千円）

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一  般  会  計 6,123,926 △ 675,250 5,448,676

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 648,038 △ 7,982 640,056

工場団地造成事業 1,781 861 2,642

宅 地 造 成 事 業 10,798 △ 4,000 6,798

農業集落排水処理事業 30,347 △ 579 29,768

介 護 保 険 621,469 1,766 623,235

後期高齢者医療保険 155,856 △ 356 155,500

霊 園 事 業 6,300 △ 4,810 1,490

水道事業会計

収益的収入 132,986 2,050 135,036

収益的支出 128,348 △ 3,058 125,290

資本的支出 234,299 △ 3,269 231,030

当
初
予
算

令和３年度各会計別当初予算状況（議案第 21～ 29 号）
（単位：千円）

会 計 名
令和３年度
予算額

令和２年度
予算額

伸び率

一  般  会  計 4,780,000 4,730,000 1.1％

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 616,390 610,725 0.9％

工 場 団 地 造 成 事 業 1,542 981 57.2％

宅 地 造 成 事 業 26,506 6,356 317.0％

農業集落排水処理事業 30,512 30,083 1.4％

介 護 保 険 540,204 534,552 1.1％

後 期 高 齢 者 医 療 保 険 143,026 146,408 △ 2.3％

霊 園 事 業 2,904 5,500 △ 47.2％

水道事業
会　　計

収益的収入 139,693 132,986 5.0％

収益的支出 138,763 123,805 12.1％

資本的収入 158,105 136,214 16.1％

資本的支出 216,745 217,352 △ 0.3％

契　
　
　

約

町
道
路
線
の
廃
止

補
正
予
算

矢
祭
町
教
育
委
員
会
委
員
に

鈴　

木　

秀　

典　

氏
※任期は令和3年 3月15日から
　令和 7年 3月 14 日まで

人
事
案
件

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
に

佐　

藤　

靜　

子　

氏

請
願
・
陳
情

請　
　
　

願

陳　
　
　

情
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〇
台
風
19
号
に
よ
る
被
災
箇
所

の
早
期
復
旧
と
防
災
対
策
に
つ

い
て

〇
滝
川
渓
谷
新
ル
ー
ト
の
早
期

開
設
に
つ
い
て

〇
イ
ノ
シ
シ
被
害
拡
大
防
止
策

の
強
化
と
受
益
者
負
担
の
軽
減

策
に
つ
い
て

○
福
島
県
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
早
期
発
効
を
求
め
る
意
見

書
（
発
議
第
１
号
）

※
可
決
し
た
意
見
書
１
件
を
政

府
行
政
機
関
に
対
し
送
付
し
ま

し
た
。

　

令
和
３
年
第
１
回
臨
時
会

は
、
２
月
12
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
専
決
処
分
報
告
１
件
、

第
６
次
矢
祭
町
総
合
計
画
の
策

定
、
工
事
請
負
契
約
の
締
結
１

件
、
令
和
２
年
度
各
会
計
補
正

予
算
３
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
専
決
第
１
号
令
和
２
年
度
矢

祭
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
議

案
第
１
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
、
緊
急
や

む
を
得
ず
専
決
処
分
し
ま
し
た

の
で
、
同
条
第
３
項
の
規
定
に

よ
り
報
告
し
承
認
を
求
め
る
も

の
で
す
。

◎
第
６
次
矢
祭
町
総
合
計
画
の

策
定
に
つ
い
て
（
議
案
第
２
号
）

　

第
５
次
矢
祭
町
総
合
計
画
が

今
年
度
末
を
も
っ
て
終
了
と
な

り
、
新
た
に
令
和
３
年
度
か
ら

令
和
７
年
度
ま
で
の
５
年
間
を

計
画
期
間
と
す
る
第
６
次
矢
祭

町
総
合
計
画
を
策
定
す
る
た

め
、
矢
祭
町
自
治
基
本
条
例
第

４
条
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議

決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
林
業
専
用
道
戸

塚
線
開
設
３
期
工
事
請
負
契
約

の
締
結
（
議
案
第
３
号
）

　

令
和
２
年
度
林
業
専
用
道
戸

塚
線
開
設
３
期
工
事
の
入
札
を

令
和
３
年
２
月
８
日
に
執
行
し

ま
し
た
の
で
、
地
方
自
治
法
第

96
条
第
１
項
第
５
号
及
び
議
会

の
議
決
に
付
す
べ
き
契
約
及
び

財
産
の
取
得
又
は
処
分
に
関
す

る
条
例
第
２
条
の
規
定
に
基
づ

き
、
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
議

会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

○
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

○
契
約
の
金
額　
　
　
　
　

　

１
６
２
，
８
０
０
，
０
０
０
円

　

（
う
ち
消
費
税

１
４
，
８
０
０
，
０
０
０
円
）

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
４
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
立
木
売
払
収

入
の
増
、
歳
出
に
お
け
る
中
学

校
の
遠
距
離
生
徒
通
学
費
補
助

金
、
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
の

空
調
設
備
修
繕
費
、
ス
イ
ン
ピ

ア
矢
祭
の
給
湯
配
管
漏
水
修
繕

工
事
費
等
の
増
、
予
備
費
の
減

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
５
号
）

　

高
額
医
療
合
算
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
増
が
主
な
補
正
の
内
容

で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
６
号
）

　

第
３
条
予
算
の
収
益
的
支
出

に
お
け
る
「
茗
荷
浄
水
場
ろ
過

池
清
掃
作
業
手
数
料
」
の
増
が

主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

　

令
和
３
年
第
３
回
臨
時
会

は
、
３
月
30
日
午
前
10
時
に
招

集
さ
れ
、
条
例
の
一
部
改
正
５

件
、
令
和
２
年
度
各
会
計
補
正

予
算
６
件
が
提
案
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
矢
祭
町
携
帯
電
話
基
地
局
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
32
号
）

　

令
和
２
年
度
に
新
た
な
携
帯

電
話
基
地
局
を
設
置
し
た
た

め
、
関
連
す
る
条
文
に
新
た
な

基
地
局
の
名
称
及
び
位
置
を
追

加
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
指
定
居
宅
介
護
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第
33
号
）
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◎
矢
祭
町
指
定
介
護
予
防
支
援

等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
並

び
に
指
定
介
護
予
防
支
援
等
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果

的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
34
号
）

◎
矢
祭
町
指
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
（
議
案
第
35
号
）

◎
矢
祭
町
指
定
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人

員
、
設
備
及
び
運
営
並
び
に
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
議
案
第
36
号
）

　

国
の
基
準
省
令
の
改
正
に
伴

い
、
町
条
例
に
お
い
て
関
連
す

る
条
項
の
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
議
案
第
37
号
）

　

各
種
事
務
、
事
業
費
の
確
定

に
伴
い
、
各
節
の
整
理
に
よ
る

増
減
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
議
案
第
38
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
国
民
健
康
保

険
税
、
国
・
県
支
出
金
等
の
確
定
、

歳
出
に
お
け
る
保
険
給
付
費
、

保
健
事
業
費
等
の
確
定
に
伴
う

減
額
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
農
業
集

落
排
水
処
理
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
議
案
第
39
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
減
額

が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
40
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
国
・
県
支
出

金
等
の
確
定
、
歳
出
に
お
け
る

基
金
積
立
金
の
減
額
が
主
な
補

正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
41
号
）

　

事
業
費
の
確
定
に
伴
う
補
正

が
主
な
内
容
で
す
。

◎
令
和
２
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
42

号
）

　

資
本
的
収
入
に
お
け
る
水
道

施
設
等
の
災
害
復
旧
費
補
助
金

の
増
、
国
道
３
４
９
号
バ
イ
パ

ス
配
水
管
布
設
替
工
事
に
対
す

る
補
償
費
の
減
、
資
本
的
支
出

に
お
け
る
水
道
基
幹
改
良
事
業

配
水
管
布
設
替
工
事
費
の
減
が

主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

　
　

水
道
未
開
通
世
帯
は
ど
の

く
ら
い
あ
る
の
か
。
ま
た
、
水

道
未
開
通
は
ど
の
地
域
な
の
か

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

水
道
未
開
通
世
帯
数
は
26
世

帯
で
あ
る
。
水
道
給
水
区
域
外

は
中
石
井
字
高
室
、
下
石
井
字

膓
ヶ
作
、
沼
畑
、
東
舘
字
上
川

原
、
宝
坂
字
川
又
、
小
田
川
字

榎
町
、
下
関
河
内
字
折
屋
、
上

関
河
内
字
東
山
、
関
岡
字
道
ヶ

作
、
茗
荷
字
入
山
、
塩
ノ
海
地

区
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

そ
の
地
域
に
水
道
を
通
す

こ
と
は
今
後
可
能
か
。
ま
た
、

で
き
な
い
場
合
は
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
通
せ
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

地
元
の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば

検
討
は
で
き
る
か
と
思
っ
て
い

る
が
、
水
道
を
引
く
た
め
の
設

計
、
工
事
費
等
が
嵩
む
。
水
道

事
業
は
原
則
水
道
使
用
料
で
運

営
さ
れ
て
お
り
、
独
立
採
算
制

を
旨
と
し
て
い
る
の
で
、
使
用

料
の
値
上
げ
等
も
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
慎
重
に

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

水
道
未
開
通
地
域
に
お
い

て
火
災
等
が
起
き
た
場
合
、
防

火
水
利
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

地
区
に
よ
っ
て
は
防
火
水
槽

が
あ
る
が
、
な
い
と
こ
ろ
に
つ

い
て
は
河
川
等
の
自
然
水
利
を

利
用
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

主
要
道
路
か
ら
離
れ
た
個

人
宅
へ
の
道
路
が
非
常
に
狭
く
、

令和２年度各会計別予算補正状況（議案第 37～ 42 号）

（単位：千円）

会 計 名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一 般 会 計 5,448,676 6,070 5,454,746

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 640,056 △ 7,721 632,335

農業集落排水処理事業 29,768 △ 300 29,468

介 護 保 険 623,235 △ 691 622,544

霊 園 事 業 1,490 62 1,552

水道事業会計

収益的収入 135,036 △ 1 135,035

収益的支出 125,290 △ 173 125,117

資本的収入 156,214 1,528 157,742

資本的支出 231,030 △ 2,486 228,544

意　

見　

書

第
１
回
臨
時
会

 

請
願
︑
陳
情
は
そ
の
取
扱

い
を
議
会
運
営
委
員
会
で
協

議
し
ま
す
︒
６
⽉
議
会
定
例

会
に
請
願
︑
陳
情
を
さ
れ
る

⽅
は
令
和
３
年
５
⽉
25
⽇
ま

で
に
提
出
願
い
ま
す
︒

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て

専
決
処
分

令和２年度各会計別予算補正状況（議案第４～６号）

　　　　　　（単位：千円）

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一  般  会  計 6,121,306 2,620 6,123,926

特 別 会 計 介 護 保 険 621,375 94 621,469

水道事業会計 収益的支出 128,040 308 128,348

令和２年度一般会計予算補正状況（専決第 1号）

（単位：千円）

会 計 名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一  般  会  計 6,120,930 376 6,121,306

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

　

３
月
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
９
日
と
10
日
に
行
わ
れ
８
議
員

が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

（
通
告
順
）

質
問　

町
水
道
の
未
開
通
地
域

に
つ
い
て

水
道
・
土
木
・
健
康
福

祉
行
政

藤井隆治議員

答 問

質
問　

道
路
に
つ
い
て

補
正
予
算

答

問

問

そ　

の　

他

契　
　
　

約

補
正
予
算

第
３
回
臨
時
会

条　
　
　

例

答問



23

整
備
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
大

変
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
宅
急

便
だ
け
で
は
な
く
、
緊
急
車
両

も
入
っ
て
行
け
な
い
地
域
を
何

と
か
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

そ
の
地
域
か
ら
工
事
費
助
成
の

申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
少
し
で

も
助
成
し
て
い
た
だ
け
な
い
か

伺
う
。

　
　

町
長

　

道
路
を
拡
張
す
る
場
合
に
は

地
域
の
賛
同
、
住
民
の
理
解
が

前
提
で
あ
り
、
地
域
住
民
で
問

題
点
を
上
げ
な
が
ら
陳
情
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
で
き
る
範
囲

で
対
応
し
た
い
。
ま
た
、
地
域

懇
談
会
で
も
道
路
等
の
要
望
は

出
て
い
る
の
で
、
優
先
順
位
を

判
断
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
き

た
い
。

　
　

磐
城
石
井
駅
の
ト
イ
レ
は

古
く
、
ロ
ー
タ
リ
ー
も
デ
コ
ボ

コ
な
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
駅

の
東
口
に
あ
る
住
宅
地
か
ら
北

に
伸
び
る
道
路
も
車
が
す
れ
違

え
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
も
っ
と

生
活
が
便
利
に
な
る
と
思
う

が
、
何
と
か
な
ら
な
い
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

駅
は
皆
が
利
用
す
る
と
こ
ろ

な
の
で
、
環
境
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
道
路
も

不
便
さ
を
感
じ
た
と
き
は
行
政

に
伝
え
て
い
た
だ
い
て
、
精
査

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

国
道
１
１
８
号
か
ら
久
慈

川
に
架
か
る
橋
ま
で
の
道
路

は
、
幅
員
が
狭
い
路
線
ば
か
り

で
あ
る
。
特
に
、
町
道
桃
木
・

滝
ノ
沢
線
は
交
通
量
が
多
く
、

ユ
ー
パ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

で
も
あ
る
の
で
整
備
が
必
要
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

国
道
１
１
８
号
か
ら
橋
梁
に

つ
な
が
る
路
線
は
、
県
道
を
含

め
５
路
線
あ
る
。
町
道
桃
木
・

滝
ノ
沢
線
は
、
令
和
３
年
度
に

路
面
補
修
等
の
維
持
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。
拡
張
整
備
が
困

難
な
箇
所
に
つ
い
て
は
、
土
地

所
有
者
や
地
域
の
合
意
形
成
が

得
ら
れ
れ
ば
、
一
部
待
避
所
の

設
置
等
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

矢
祭
に
は
コ
ロ
ナ
患
者
が

出
て
い
な
い
の
で
、
ワ
ク
チ
ン

が
入
る
の
は
相
当
後
だ
と
感
じ

る
。
そ
の
中
で
ワ
ク
チ
ン
が

入
っ
た
場
合
に
は
、
自
治
体
の

指
示
系
統
が
止
ま
っ
て
し
ま
わ

な
い
よ
う
に
、
首
長
に
優
先
的

に
接
種
し
て
も
ら
い
た
い
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

県
内
で
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

医
療
従
事
者
か
ら
始
ま
り
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
、
高
齢
者
施

設
職
員
及
び
基
礎
疾
患
の
あ
る

方
の
順
で
行
う
の
で
、
私
も
対

象
と
な
っ
た
段
階
で
接
種
し
た

い
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
れ
ば
安
心
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
こ
れ
か
ら
も
各
自
が
感

染
防
止
を
し
な
が
ら
、
一
方
で

経
済
対
策
も
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
厳
し
い
施
策
だ
と

思
う
。

　
　

矢
祭
町
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
と
し
て
は
、
集
団
接
種
と

個
別
接
種
の
併
用
で
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。
集
団
接
種
に

つ
い
て
は
、
町
で
設
置
し
た
会

場
に
出
向
き
受
け
て
も
ら
い
、

個
別
接
種
は
町
内
の
病
院
で
受

け
て
も
ら
う
が
、
ど
ち
ら
も
予

約
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
。

　
　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
は
予
約

順
に
な
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

現
在
検
討
し
て
い
る
の
は
、

65
歳
以
上
の
方
を
地
区
ご
と
に

割
り
振
り
し
、
接
種
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

　
　

総
合
計
画
は
、
町
民
の
福

祉
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

加
え
、
町
の
将
来
を
見
据
え
た

方
策
も
補
完
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
る
。
そ
の
中
で
特
に
重
要
と

位
置
付
け
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

最
初
に
コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
と
感
染
拡
大
防
止
に

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

子
供
た
ち
の
教
育
に
も
関
心
を

持
ち
な
が
ら
、
時
代
に
即
応
し

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
を
進
め
た
い
。
東

館
駅
周
辺
整
備
計
画
も
町
の
活

性
化
と
し
て
、
し
っ
か
り
考
え

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　

町
長
が
考
え
て
い
る
施
策

の
中
で
、
こ
れ
か
ら
極
め
て
重

要
な
施
策
の
決
定
に
つ
い
て

は
、
町
民
参
加
に
よ
る
議
論
や

公
聴
会
等
を
経
て
決
定
し
て
い

く
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

協
働
の
町
づ
く
り
と
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
人
口
減
の
中
で
行

政
と
町
民
と
地
域
が
参
加
す
る

こ
と
は
、
今
後
の
重
要
課
題
と

思
っ
て
い
る
。
な
か
な
か
町
民

一
人
一
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と

は
難
し
い
の
で
、
地
区
の
代
表

者
に
町
長
室
に
来
て
い
た
だ
く

よ
う
な
機
会
も
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
　

総
合
計
画
の
重
要
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
職
員
が
確
実
に
遂

行
す
る
こ
と
は
、
役
場
の
現
体

制
下
で
は
厳
し
い
と
こ
ろ
も
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
役

場
組
織
の
守
備
範
囲
が
広
す
ぎ

て
、
目
先
の
仕
事
に
忙
殺
さ
れ

て
い
る
の
で
は
と
推
察
し
て
い

る
。
組
織
の
機
構
改
革
が
必
要

な
時
期
に
き
て
い
る
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

災
害
が
あ
っ
た
と
き
の
体
制

と
し
て
、
人
員
不
足
は
感
じ
た
。

ま
た
、
施
策
を
実
行
し
て
い
く

上
で
は
、
組
織
の
編
成
、
人
事

の
配
置
も
し
っ
か
り
こ
れ
か
ら

考
え
て
い
き
た
い
。

　
　

町
の
人
口
減
を
鈍
化
さ

せ
、
町
の
生
き
残
り
を
か
け
た
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唯
一
の
道
の
施
策
と
し
て
、
若

者
が
町
に
残
れ
る
、
帰
れ
る
町

づ
く
り
が
代
表
さ
れ
る
と
思

う
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
確
実
な

遂
行
の
体
制
と
し
て
、
町
長
が

特
命
し
た
対
策
室
を
整
備
し
、

目
的
を
明
確
に
し
て
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を

伺
う
。

　
　

町
長

　

職
員
は
町
民
の
た
め
、
町
の

た
め
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い

な
い
と
行
動
に
表
す
こ
と
が
で

き
な
い
の
は
確
か
で
あ
る
。
ま

た
、
責
任
を
持
っ
て
業
務
に
当

た
る
べ
き
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

中
央
公
民
館
建
設
の
意
義

と
い
う
こ
と
で
、
１
点
目
、
町

民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
は
駅
舎
、

ま
ち
の
駅
等
で
十
分
確
保
で
き

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
２

点
目
、
既
存
す
る
山
村
開
発
セ

ン
タ
ー
の
活
用
を
最
大
限
上
げ

て
い
く
努
力
で
、
公
民
館
の
役

割
を
十
分
カ
バ
ー
で
き
る
と
思

う
。
３
点
目
、
東
館
駅
周
辺
は

町
の
玄
関
口
と
し
て
動
線
が
確

保
さ
れ
て
一
元
的
に
整
備
さ
れ

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

駅
の
東
側
に
は
公
民
館
と
い

う
文
化
的
な
施
設
が
あ
り
、
そ

の
改
修
を
含
め
て
駅
前
の
開
発

を
し
て
い
く
こ
と
は
、
地
域
の

活
性
化
、
駅
前
商
店
街
の
賑
わ

い
創
出
も
含
め
て
捉
え
て
い

る
。
ま
た
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー

と
公
民
館
の
仕
様
は
別
に
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
や
労
働
人
口
の
減
少
等
に

よ
っ
て
、
働
き
方
改
革
が
進

み
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
や

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
等
、
働
く
場

所
を
地
方
に
求
め
る
動
き
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
希
望
者
と
マ
ッ
チ
ン
グ
す

る
手
法
と
し
て
空
き
家
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
は
急
務
で
あ
る
と

感
じ
る
が
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

平
成
28
年
度
に
空
き
家
実
態

調
査
を
行
い
、
所
有
者
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

た
。
台
風
19
号
の
災
害
対
応
で

事
務
が
滞
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

調
査
か
ら
４
年
が
経
過
し
空
き

家
の
状
況
も
変
わ
っ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
の
で
、
改
め
て
現
状

を
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

所
有
者
の
方
に
空
き
家
バ
ン
ク

へ
の
登
録
の
意
向
も
確
認
し
て

い
く
。

　
　

空
き
家
と
な
り
長
年
放
置

さ
れ
て
い
る
特
定
空
き
家
が
、

町
内
の
至
る
と
こ
ろ
で
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
る
。
特
定
空
き
家
等
の
認
定

状
況
、
対
策
が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
認
定
さ
れ
て

い
る
空
き
家
は
な
い
。
ま
た
、

空
き
家
に
関
す
る
苦
情
や
相
談

は
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
連
絡

が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
現
地
調

査
を
行
い
特
定
空
き
家
に
該
当

す
る
場
合
に
は
所
有
者
を
調
査

し
、
今
後
の
適
切
な
管
理
の
助

言
や
指
導
等
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

誰
が
見
て
も
特
定
空
き
家

と
い
う
か
、
暴
風
に
よ
っ
て
物

が
飛
ん
だ
り
周
辺
に
悪
影
響
を

与
え
る
建
物
の
対
策
が
必
要
と

思
う
。
こ
の
現
状
を
町
の
緊
急

課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

　
　

町
長

　

関
係
人
口
の
中
で
、
空
き
家

や
古
民
家
の
利
用
を
発
信
し
て

い
け
ば
、
か
な
り
需
要
は
あ
る

と
思
う
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は

空
き
家
バ
ン
ク
を
利
用
し
情
報

を
発
信
し
な
け
れ
ば
前
へ
進
ま

な
い
の
で
、
大
事
な
も
の
と
考

え
て
い
き
た
い
。

　
　

ク
リ
ー
ン
な
町
の
イ
メ
ー

ジ
戦
略
は
、
こ
こ
に
住
ん
で
み

た
い
と
思
わ
せ
る
大
事
な
要
素

の
１
つ
で
あ
る
と
思
う
。
不
法

投
棄
や
ポ
イ
捨
て
が
後
を
絶
た

な
い
状
況
の
中
で
、
現
在
の
監

視
体
制
や
回
収
状
況
等
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
、
検
討

し
て
い
る
対
策
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

監
視
体
制
と
し
て
毎
年
各
行

政
区
長
に
監
視
員
を
委
嘱
し
、

不
法
投
棄
の
監
視
及
び
野
外
焼

却
の
未
然
防
止
、
地
域
住
民
に

対
す
る
啓
発
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
ま
た
、
２
名
の
不

法
投
棄
監
視
員
が
監
視
に
当

た
っ
て
い
る
。
回
収
状
況
は
、

生
活
家
電
や
生
活
ご
み
等
の
不

法
投
棄
が
数
件
あ
っ
た
。
対
策

と
し
て
は
、
地
域
全
体
で
の
監

視
活
動
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

町
と
し
て
も
引
き
続
き
警
察
や

関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
啓
発

活
動
や
防
止
対
策
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

地
域
全
体
の
監
視
活
動
と

し
て
、
具
体
的
な
取
組
は
考
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

検
討
し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　
　

ポ
イ
捨
て
は
モ
ラ
ル
で
は

な
く
、
違
反
す
れ
ば
罰
せ
ら
れ

る
こ
と
が
条
例
で
う
た
わ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
こ
と
を
改
め

て
町
民
に
知
ら
せ
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
注
意

喚
起
、
啓
発
活
動
を
継
続
し
て

ほ
し
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

ポ
イ
捨
て
防
止
条
例
を
町
民

に
知
ら
せ
な
が
ら
、
特
に
車
で

休
憩
で
き
る
よ
う
な
場
所
に

は
、
看
板
等
の
措
置
を
取
っ
て

環
境
美
化
に
努
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

答

答

問

答 問

答 問

質
問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

質
問　

第
６
次
矢
祭
町
総
合
計

画
に
お
け
る
重
点
施
策
と
執
行

体
制
に
つ
い
て

一
般
・
環
境
行
政

片野一也議員

答 問

質
問　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

質
問　

ク
リ
ー
ン
な
町
づ
く
り

の
体
制
強
化
に
つ
い
て

質
問　

東
館
駅
周
辺
整
備
事
業

と
中
央
公
民
館
整
備
計
画
に
つ

い
て

答

答

問

問答

答

問

答 問答

問

答

問

答 問

答 問

答 問答 問

答問

問
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２
月
12
日
の
地
震
に
町
は

ど
の
よ
う
な
形
で
対
応
し
た
の

か
、
町
の
情
報
シ
ス
テ
ム
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
回
の
地
震
発
生
時
に
お
け

る
初
動
発
信
と
し
て
、
Ｉ
Ｐ
告

知
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
地
震
速
報

警
報
が
自
動
で
放
送
さ
れ
た
。

ま
た
、
防
災
担
当
が
警
戒
態
勢

を
取
り
、
情
報
収
集
等
の
業
務

を
行
っ
た
が
、
地
震
の
規
模
や

町
内
の
被
害
状
況
等
を
鑑
み
、

Ｉ
Ｐ
告
知
シ
ス
テ
ム
や
緊
急
速

報
メ
ー
ル
に
よ
る
情
報
提
供
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
　

町
で
大
き
な
地
震
が
起

こ
っ
た
場
合
に
は
ど
ん
な
形
で

町
長
に
通
報
が
行
っ
て
、
ど
ん

な
形
で
動
く
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

地
震
等
の
被
害
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
防
災
担
当
が
役
場
に

来
て
警
戒
態
勢
を
取
る
。
そ
の

中
で
情
報
収
集
等
を
し
な
が

ら
、
規
模
や
被
害
状
況
を
鑑
み
、

対
策
本
部
を
設
置
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ

ば
、
町
長
に
連
絡
を
し
て
設
置

す
る
流
れ
に
な
る
と
思
う
。

　
　

現
在
、
田
川
下
流
の
県
事

業
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

Ｊ
Ｒ
の
鉄
橋
か
ら
下
流
に
つ

い
て
は
県
事
業
で
土
砂
除
去
を

行
っ
て
お
り
、
年
度
内
に
完
成

す
る
と
思
う
。
久
慈
川
の
矢
祭

橋
下
流
に
つ
い
て
も
梅
雨
前
ま

で
の
完
了
を
目
指
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
。

　
　

田
川
の
上
流
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
の
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

令
和
２
年
度
に
お
い
て
、
田

川
上
流
部
の
鍛
冶
内
橋
付
近
ま

で
の
工
事
を
発
注
し
て
お
り
、

竹
を
除
去
し
て
か
ら
現
場
に
入

る
予
定
で
あ
る
。

　
　

国
道
３
４
９
号
の
工
事
は
、

今
後
ど
う
な
る
の
か
、
田
川
へ

の
影
響
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

国
道
３
４
９
号
小
田
川
２
工

区
は
、
現
在
橋
梁
の
上
部
工
を

施
工
し
て
お
り
、
年
度
内
完
成

を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で
あ

る
。
次
年
度
以
降
は
、
舗
装
工
、

法
面
の
植
生
、
終
点
ま
で
の
道

路
工
を
行
う
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
。

　
　

ボ
ノ
株
式
会
社
、
株
式
会

社
Ｖ
Ｓ
Ｎ
と
は
ど
の
よ
う
な
経

緯
で
契
約
に
至
っ
た
の
か
伺

う
。

　
　

教
育
課
長

　

今
回
締
結
し
た
の
は
、
町
が

進
め
る
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
の
推
進
に
関
し
て
、
包
括
的

な
協
力
を
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
す
る
協
定
で
あ
り
、
契
約
で

は
な
い
。

　
　

今
後
、
こ
の
２
社
と
は
ど

の
よ
う
な
関
係
を
持
っ
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
の
か
見
解
を
伺

う
。

　
　

町
長

　

ボ
ノ
株
式
会
社
は
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
の
関
係
で
町
と
地

域
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
よ
う

な
紹
介
を
行
っ
て
き
て
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の
ほ
う
に
も
そ

う
い
う
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
き

た
の
が
経
緯
と
捉
え
て
い
る
。

　
　

ボ
ノ
株
式
会
社
と
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
と
の
関
係
で
今

後
も
続
け
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
後
も
伴
走
支
援
を
お
願
い

し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

総
務
省
が
、
地
方
に
移
住

し
て
活
性
化
の
リ
ー
ダ
ー
に
な

れ
る
人
材
を
市
町
村
が
採
用

し
、
国
が
財
政
面
で
後
押
し
す

る
制
度
を
２
０
２
１
年
度
か
ら

始
め
る
と
い
う
記
事
を
新
聞
で

見
た
。
本
町
で
も
こ
の
記
事
に

関
わ
る
採
用
計
画
は
あ
る
の
か

伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
段
階
で
は
予
定
し
て
い
な

い
が
、
民
間
企
業
等
か
ら
も
そ

う
い
っ
た
支
援
を
し
た
い
と
い

う
声
も
あ
る
の
で
、
今
後
内
容

等
を
精
査
し
た
上
で
導
入
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

東
館
駅
周
辺
整
備
の
進
め

方
と
し
て
、
計
画
案
の
段
階
で

町
民
か
ら
意
見
を
聞
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
在
、
東
館
駅
周
辺
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
で
基
本
計
画
を
策

定
し
て
お
り
、
間
も
な
く
完
成

す
る
状
況
で
あ
る
。
出
来
上
れ

ば
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公
表
や

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
に
も
配

架
し
、
誰
で
も
閲
覧
で
き
る
よ

う
に
し
た
い
。
興
味
の
あ
る
方

に
は
計
画
書
を
ご
覧
い
た
だ

き
、
意
見
等
を
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

　
　

現
在
の
町
債
、
財
調
、
基

金
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
、
基
金
の

現
在
高
を
ど
う
見
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
在
の
財
政
調
整
積
立
基
金

は
14
億
２
，
８
４
２
万
円
、
減

債
基
金
が
５
億
４
，
９
７
９
万

円
で
あ
る
。
他
町
村
と
比
較
し

て
も
金
額
的
に
は
多
い
ほ
う
で

あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
、
昨
年

度
と
本
年
度
で
２
億
円
程
度
財

調
の
取
り
崩
し
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
し
っ
か
り
と
管
理
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

体
育
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
等

を
行
う
と
地
方
債
が
増
え
る
と

思
う
が
、
構
想
を
含
め
な
が
ら

町
民
と
議
会
に
説
明
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
が
、
い
か
が

か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

事
業
を
実
施
し
て
い
く
上
で
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は
、
補
助
金
等
を
活
用
し
た
り
、

補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
も
の

は
地
方
債
等
を
活
用
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
債

の
償
還
に
つ
い
て
も
、
繰
上
償

還
等
も
含
め
、
適
正
に
行
っ
て

い
け
る
よ
う
に
議
会
に
も
提
案

し
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

第
３
次
補
正
は
、
今
後
ど
う
な

る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
第
３
次
補
正
分

の
内
示
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

感
染
症
の
感
染
防
止
、
社
会
・

経
済
等
の
変
化
を
勘
案
し
な
が

ら
有
効
に
活
用
し
た
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク

チ
ン
が
接
種
さ
れ
る
ま
で
の
間

も
含
め
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対

応
の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

こ
れ
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
東
白

川
郡
医
師
会
の
医
療
関
係
者
に

協
力
を
い
た
だ
い
て
進
め
る
よ

う
に
な
る
と
思
う
。
そ
う
な
る

と
、
医
療
関
係
者
が
業
務
過
多

に
な
る
と
思
う
の
で
、
無
症
状

の
方
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
つ
い
て

は
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
で
介
護
保
険
料

の
納
付
は
大
変
で
あ
る
が
、
ど

う
し
て
も
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

高
齢
化
率
の
進
行
を
見
込

み
、
近
隣
市
町
村
の
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
利
用
の
需
要
も
増
え
る

の
に
伴
い
、
介
護
給
付
費
が
増

え
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
上
げ

ざ
る
を
得
な
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

国
保
税
の
値
上
げ
は
ど
う

な
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

平
成
30
年
度
か
ら
都
道
府
県

が
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な

り
、
市
町
村
と
共
同
で
国
保
の

財
政
運
営
を
行
う
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
伴
い
国
保
財
政
の

健
全
化
を
図
る
た
め
、
赤
字
市

町
村
は
赤
字
削
減
・
解
消
計
画

を
策
定
す
る
こ
と
と
な
り
、
矢

祭
町
に
お
い
て
も
作
成
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

令
和
５
年
度
ま
で
に
一
般
会
計

繰
入
金
を
０
に
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
毎
年
少
し
ず
つ
国
保

税
を
上
げ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
あ
る
。

　
　

毎
年
ど
れ
く
ら
い
上
が
る

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

何
千
円
単
位
に
な
る
か
と
思

う
。

　
　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
が
月

に
１
回
行
わ
れ
て
お
り
、
週
１

回
の
自
主
サ
ー
ク
ル
は
１
回

５
０
０
円
の
自
己
負
担
が
あ
る

と
聞
い
た
が
、
現
状
と
今
後
に

つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

週
１
回
の
も
の
は
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
と
聞
い
て
お
り
、
自
主
的

な
活
動
を
す
る
サ
ー
ク
ル
で
あ

る
。
個
人
負
担
５
０
０
円
に
つ

い
て
は
、
自
分
た
ち
の
健
康
維

持
の
た
め
に
講
師
の
先
生
に
依

頼
す
る
謝
礼
と
い
う
こ
と
で
、

個
人
で
負
担
す
べ
き
と
考
え
て

い
る
。

　
　

各
行
政
区
に
は
高
齢
者
が

多
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
バ
ス
、

タ
ク
シ
ー
の
有
効
な
運
用
を
検

討
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
に

つ
い
て
は
、
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
で
決
定
し
て
い

る
。
今
年
度
末
か
ら
来
年
度
初

め
に
か
け
て
事
業
者
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
を
考

慮
し
対
象
の
年
齢
等
を
協
議
会

に
諮
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
を
ど

う
見
て
い
る
の
か
、
ど
う
し
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

教
育
課
長

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

は
、
児
童
・
生
徒
一
人
一
人
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
す
る
こ
と

と
、
小
・
中
学
校
に
ア
ク
セ
ス

ポ
イ
ン
ト
を
含
む
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
網
を
整
備
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
　

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0

に

よ

り
、

今
後
ど
ん
な
夢
を
持
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

S
o
c
i
e
t
y
5
.
0

と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
い
う
用
語
が
あ
る
が
、
新
し

い
社
会
の
指
標
を
見
据
え
な
が

ら
考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
理
解
し
て
い
る
。
今
般
、

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校

を
巻
き
込
ん
だ
形
で
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

事
業
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
委
託
な

の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
っ
て
ハ
ー
ド
が
整
備
さ
れ
る

と
、
矢
祭
に
い
な
が
ら
様
々
な

場
所
、
時
代
の
バ
ー
チ
ャ
ル
体

験
が
で
き
新
し
い
手
法
で
教
育

を
進
め
る
こ
と
が
可
能
に
な
る

と
想
定
さ
れ
る
。
そ
う
い
っ
た

新
し
い
分
野
に
つ
い
て
、
学
校

の
先
生
が
教
材
等
の
準
備
を

し
っ
か
り
行
え
る
よ
う
に
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
。

　
　

業
者
に
対
し
、
教
育
委
員

会
や
学
校
現
場
は
ど
の
よ
う
な

か
じ
取
り
を
す
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

業
者
に
全
て
を
任
せ
る
こ
と

を
考
え
て
は
い
な
い
が
、
現
時

点
で
は
Ｖ
Ｓ
Ｎ
や
ボ
ノ
が
新
し

い
教
育
分
野
に
つ
い
て
の
知
見

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
今
回
は

包
括
協
定
と
い
う
形
で
新
し
い

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
や
り

方
、
健
全
な
や
り
方
を
考
え
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

不
安
材
料
と
し
て
個
人
情

報
の
取
扱
い
が
考
え
ら
れ
る

が
、
い
か
が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い

て
は
、
重
要
な
論
点
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
た
だ
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
限
ら
ず
個
人

情
報
保
護
体
系
の
中
で
包
括
的

質
問　

高
齢
者
の
健
康
福
祉
に

つ
い
て

答 問答問

答 問

答

問答

問答 問

答

問答

問答 問答 問

質
問　

町
づ
く
り
の
将
来
展
望

に
つ
い
て

答 問

質
問　

町
づ
く
り
へ
の
財
源
活

用
に
つ
い
て

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

へ
の
緊
急
対
応
策
に
つ
い
て

質
問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
に
つ
い
て

質
問　

台
風
19
号
、
河
川
水
害

対
応
策
に
つ
い
て

答

答

答

答

問 答 問

答

問答

問

答 問

答 問

答 問

問

問答問答

防
災
・
土
木
・
一
般
・

健
康
福
祉
・
教
育
行
政大森泰幸議員

質
問　

大
地
震
へ
の
対
応
策
に

つ
い
て

問

問

問答
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に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
。

　
　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
有
線
Ｌ
Ａ

Ｎ
で
は
人
体
へ
の
影
響
が
違
う

と
思
う
が
、
そ
の
辺
の
検
討
は

い
か
が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
よ
る
導
入
で

あ
る
が
、
電
磁
波
過
敏
症
と

い
っ
た
症
状
に
つ
い
て
議
論
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
。
た
だ
、
今
回
特
に
と
い
う

こ
と
で
は
な
く
、
携
帯
電
話
や

家
電
製
品
も
含
め
て
と
理
解
し

て
い
る
の
で
、
見
解
は
控
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
の
成
果
と
組
織
、
事
務
局
案

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

伺
う
。

　
　

教
育
長

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル

は
、
学
校
が
地
域
住
民
と
力
を

合
わ
せ
て
、
子
供
た
ち
の
成
長

を
支
え
て
い
く
た
め
の
仕
組
み

で
、
導
入
委
員
会
を
開
催
し
、

規
則
や
在
り
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
こ
の

構
想
は
各
地
で
組
織
化
が
進
ん

で
き
て
お
り
、
先
進
地
の
事
例

を
研
究
し
な
が
ら
具
体
的
な
在

り
方
の
話
合
い
を
深
め
て
い
き

た
い
。

　
　

統
合
前
の
５
つ
の
小
学
校

で
は
、
そ
の
地
域
に
よ
っ
て
伝

統
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
有
効

に
強
め
る
方
向
性
も
あ
る
と
思

う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

子
供
た
ち
に
地
域
の
人
と
関

わ
ら
せ
て
成
長
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
、
地
域
の
役
割
と
思
っ
て

お
り
、
地
域
力
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
と
町
づ
く
り
は
一
体
化

す
べ
き
と
捉
え
て
い
る
。
ま
た
、

こ
う
い
っ
た
環
境
を
構
築
し
な

が
ら
、
少
子
化
の
中
で
子
供
た

ち
が
成
長
す
る
姿
を
地
域
で
見

守
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

各
区
の
要
望
を
聞
く
会
の

よ
う
な
も
の
を
開
催
で
き
な
い

か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

毎
年
４
月
上
旬
に
区
長
会
を

開
催
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
各

行
政
区
の
様
々
な
問
題
や
意
見

を
聞
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

第
６
次
矢
祭
町
総
合
計
画

の
中
に
も
森
林
散
策
普
及
事
業

の
施
策
の
方
向
性
が
う
た
わ
れ

て
い
る
。
来
る
里
の
杜
も
あ
と

数
年
で
花
見
の
山
に
な
っ
て
く

る
の
で
、
舘
山
か
ら
の
遊
歩
道

の
整
備
を
行
っ
て
は
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

来
る
里
の
杜
と
連
携
し
な
が

ら
、
舘
山
ラ
ン
ド
の
散
策
コ
ー

ス
を
整
備
す
る
こ
と
は
重
要
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

舘
山
に
花
を
植
え
名
所
を
作
る

の
も
、
住
民
の
癒
し
の
場
に
な

る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

来
る
里
の
杜
か
ら
舘
山
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
ふ
る
さ
と
ラ
ン
ド

ま
で
行
き
来
で
き
る
よ
う
な
整

備
の
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

途
中
民
地
を
通
る
が
、
少
し

整
備
す
る
だ
け
で
歩
き
や
す
い

ル
ー
ト
が
取
れ
そ
う
と
い
う
話

も
聞
い
て
い
る
。
所
有
者
の
理

解
が
必
要
と
な
る
が
、
観
光
地

と
し
て
整
備
し
て
い
け
た
ら
と

考
え
る
。

　
　

道
ケ
作
堰
は
広
範
囲
の
水

田
に
水
を
供
給
し
て
お
り
、
重

要
な
堰
で
あ
る
。
建
設
か
ら
何

十
年
も
経
過
し
て
い
て
、
修
繕
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事

業
で
堰
本
体
、
土
砂
吐
き
ゲ
ー

ト
、
用
水
路
の
機
能
状
態
を
調

査
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

調
査
結
果
に
よ
り
長
寿
命
化
の

改
修
計
画
を
策
定
し
、
農
業
の

生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
の
事

業
化
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

東
舘
柳
町
の
農
道
は
砂
利

道
の
た
め
デ
コ
ボ
コ
が
激
し

い
。
園
児
た
ち
の
散
歩
コ
ー
ス

と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
る
た

め
、
舗
装
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

令
和
２
年
度
で
の
舗
装
計
画

を
し
て
い
た
が
、
台
風
19
号
の

災
害
復
旧
工
事
を
優
先
し
た
た

め
、
先
送
り
と
な
っ
た
。
令
和

３
年
度
に
お
い
て
、
農
作
業
の

時
期
と
重
な
ら
な
い
時
期
に
発

注
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
の
た
め
の

箱
罠
の
購
入
に
補
助
を
し
て
は

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か

　
　

事
業
課
長

　

箱
罠
に
つ
い
て
は
、
町
で
８

個
所
有
し
て
い
て
、
更
新
、
追

加
を
考
え
て
お
り
、
福
島
県
鳥

獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金

に
よ
る
購
入
を
要
望
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
罠
猟

の
免
許
を
お
持
ち
の
方
で
購
入

し
た
い
方
が
い
れ
ば
、
町
の
イ

ノ
シ
シ
等
被
害
防
止
対
策
設
備

購
入
助
成
金
の
対
象
と
す
る
こ

と
は
で
き
る
と
考
え
る
。
助
成

金
は
、
次
年
度
か
ら
補
助
率
を

２
分
の
１
、
上
限
５
万
円
で
始

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

猟
友
会
は
お
金
が
な
く
、

活
動
が
容
易
で
な
い
状
況
な
の

で
、
補
助
を
し
て
は
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

補
助
も
今
後
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
　

県
に
は
、
箱
罠
に
イ
ノ
シ

シ
が
入
れ
ば
通
信
に
よ
り
分
か

る
機
器
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
町

に
は
ど
れ
く
ら
い
で
貸
し
て
も

ら
え
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

貸
出
し
し
て
も
ら
え
る
か
ど

う
か
の
情
報
は
ま
だ
入
っ
て
い

な
い
。

　
　

最
初
に
接
種
が
始
ま
る
の

は
何
月
頃
に
な
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

調
整
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
５
月
初
旬
か
ら
接
種
が
で

き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
た
だ
、

県
か
ら
の
ワ
ク
チ
ン
供
給
が
遅

れ
る
等
の
変
更
が
あ
れ
ば
そ
の

都
度
変
更
に
な
る
と
思
う
。

　
　

町
民
に
受
け
る
、
受
け
な

い
等
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
行
わ
な

い
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
努
力
義
務

で
、
対
象
者
に
文
書
を
送
り
、

そ
の
中
で
予
約
し
て
い
た
だ
く

流
れ
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

働
き
方
改
革
が
叫
ば
れ
て

い
る
中
、
１
人
で
１
５
１
時
間

残
業
し
て
い
る
職
員
が
い
る
。

残
業
は
本
人
の
申
し
入
れ
な
の

か
、
課
長
が
許
可
し
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

各
担
当
課
長
か
ら
各
職
員
に

対
し
て
、
仕
事
が
終
わ
ら
な
い

場
合
に
は
命
令
を
し
て
超
過
勤

務
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

１
人
が
１
５
１
時
間
も
し

て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
状

況
な
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

昨
年
度
と
本
年
度
は
、
台
風

19
号
等
の
被
害
や
コ
ロ
ナ
禍
の

各
種
事
業
に
対
す
る
対
応
で
、

部
署
に
よ
っ
て
は
か
な
り
多
忙

な
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
超
過

勤
務
が
多
く
な
っ
た
と
考
え
る
。

　
　

命
令
書
等
は
出
す
の
か
伺

う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

命
令
簿
は
、
超
過
勤
務
を
行

う
当
日
の
17
時
15
分
ま
で
に
命

令
を
出
す
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

文
書
か
口
頭
で
出
す
の
か

伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

命
令
簿
と
い
う
簿
冊
が
あ

り
、
超
過
勤
務
の
業
務
内
容
と

時
間
を
明
記
し
て
、
課
長
か
ら

出
す
形
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

１
５
１
時
間
も
行
う
と
い

う
状
況
を
不
思
議
に
感
じ
な
い

の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

今
般
の
働
き
方
改
革
と
い
う

観
点
か
ら
、
問
題
は
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。
今
後
は
適
正
な
人

員
配
置
等
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

各
課
で
も
い
ろ
い
ろ
と
残

業
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
適
正
に

運
営
さ
れ
て
い
る
の
か
各
課
長

に
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

人
員
の
関
係
上
少
し
残
業
時

間
が
多
い
点
に
つ
い
て
は
、
教

育
長
と
も
問
題
を
認
識
し
て
お

り
、
自
立
総
務
課
を
通
じ
て
人

員
配
置
の
要
望
を
出
し
て
い
る
。

　
　

事
業
課
長

　

一
部
の
職
員
に
お
い
て
業
務

が
多
い
た
め
、
残
業
時
間
が
多

い
こ
と
も
あ
る
が
、
役
割
分
担

に
つ
い
て
な
お
検
討
し
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

忙
し
い
時
期
に
あ
る
程
度
仕

事
の
分
野
に
お
い
て
増
え
る
の

は
多
少
仕
方
が
な
い
部
分
は
あ

る
が
、
１
人
の
職
員
に
偏
ら
な

い
よ
う
に
、
業
務
を
再
度
配
分

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
　

今
年
度
の
会
計
年
度
任
用

職
員
40
名
が
次
年
度
に
52
名
に

な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

次
年
度
の
人
数
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
の
状
況
等
を
鑑
み

て
精
査
し
た
上
で
計
上
し
た

が
、
令
和
２
年
度
の
予
算
計
上

に
当
た
っ
て
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
の
初
年
度
だ
っ
た
た

め
、
人
数
の
把
握
が
十
分
に
で

き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
、
少

な
く
計
上
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
高
い
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　
　

52
名
は
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
配
置
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
フ
ル

タ
イ
ム
職
員
に
つ
い
て
は
、
職

員
定
数
に
足
り
て
い
な
い
部
分

に
対
し
て
の
一
般
事
務
職
的
な

人
数
補
充
と
し
て
配
置
し
て
い

る
。
そ
れ
以
外
は
こ
ど
も
園
や

児
童
ク
ラ
ブ
、
ス
イ
ン
ピ
ア
矢

祭
等
に
配
置
し
て
い
る
。

　
　

教
育
総
務
費
の
２
名
で

47
万
７
千
円
が
、
令
和
３
年
度

は
１
７
４
万
２
千
円
と
な
っ
た

の
は
な
ぜ
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

令
和
２
年
度
、
元
年
度
の
状

況
等
の
実
績
を
踏
ま
え
て
計
上

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
が
、
今
後

も
超
過
勤
務
に
つ
い
て
は
極
力

減
ら
す
方
向
で
事
務
改
善
等
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

令
和
３
年
度
の
予
算
に
計

上
し
て
い
る
残
業
手
当
は
、
ど

の
ぐ
ら
い
減
額
で
き
る
よ
う
に

努
力
を
す
る
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

ど
の
よ
う
な
形
で
削
減
で
き

る
か
は
、
個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
か
か
っ
て
く
る
か
と
思

う
。
ま
た
、
事
務
事
業
の
見
直

し
等
を
行
い
、
事
務
の
簡
素
化

が
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は
簡

素
化
し
て
、
長
時
間
労
働
を
防

い
で
い
く
こ
と
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

各
課
長
と
相
談
し
な
が
ら

削
減
し
て
い
か
な
い
と
、
財
政

調
整
基
金
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
状
況
で
あ
る
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

台
風
19
号
や
コ
ロ
ナ
対
策
で

時
間
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
こ

と
は
理
解
し
て
い
た
だ
か
な
け

答

答 問

答

問答

問問

答 問

答 問

答 問

質
問　

舘
山
生
活
環
境
保
全
林

（
周
辺
整
備
）
に
つ
い
て

観
光
・
農
業
行
政

鈴木一議員

答

問

答 問

答 問

質
問　

道
ケ
作
堰
の
水
門
修
繕

に
つ
い
て

質
問　

箱
罠
購
入
の
た
め
の

補
助
に
つ
い
て

産
業
・
一
般
行
政

鈴木敏男議員

質
問　

農
道
整
備
（
舗
装
）
に

つ
い
て

質
問　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
事
業
に
つ
い
て

質
問　

役
場
職
員
の
残
業
に
つ

い
て

質
問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

答 問

答

問

答

問

答 問問

答 問

答問答

問

答

答

答答

問

答

問答 問

答

問

答 問答 問
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れ
ば
な
ら
な
い
が
、
適
正
な
時

間
に
適
正
な
仕
事
を
し
っ
か
り

し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
は
、

課
長
会
議
で
も
指
示
は
し
て
い

る
。
各
課
の
働
き
方
改
革
と
い

う
よ
り
も
、
特
定
の
職
員
だ
け

に
仕
事
が
集
中
し
な
い
方
法
を

取
る
必
要
も
あ
る
。

　
　

会
計
年
度
任
用
職
員
が
多

す
ぎ
る
の
で
、
や
は
り
正
職
員

を
多
く
採
用
し
た
ほ
う
が
良
い

と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

住
民
に
迷
惑
が
か
か
ら
な
い

よ
う
な
人
員
配
置
は
考
慮
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｙ
に
よ
り

結
婚
し
た
方
が
８
年
間
で
２
組

と
い
う
こ
と
で
、
見
直
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
る
。
矢
祭
町
で
結
婚
さ
れ
た

方
は
何
組
な
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

会
員
同
士
の
結
婚
は
２
組
だ

が
、
男
女
ど
ち
ら
か
が
会
員
と

な
る
と
14
組
で
、
そ
の
う
ち
５

組
が
町
内
に
住
ん
で
い
る
。
こ

れ
ら
の
数
字
が
低
い
か
高
い
か

判
断
す
る
の
は
難
し
い
が
、
今

ま
で
国
も
人
口
減
対
策
に
は
政

策
的
に
あ
ま
り
力
を
入
れ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

思
い
が
あ
る
。
結
婚
支
援
と
い

う
の
は
、
民
間
と
行
政
が
タ
イ

ア
ッ
プ
し
な
が
ら
進
め
る
大
事

な
施
策
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

サ
ポ
ー
タ
ー
報
償
費
は

10
万
円
と
い
う
こ
と
だ
が
、
サ

ポ
ー
タ
ー
は
何
人
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
在
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
登
録

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
３

名
で
あ
る
。

　
　

年
齢
的
に
ど
の
よ
う
な
方

が
や
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い

が
、
60
代
以
降
の
方
と
聞
い
て

い
る
。

　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
方
に
支

払
っ
て
い
る
金
額
は
い
く
ら
な

の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て

は
、
８
名
の
方
に
委
嘱
し
て
お

り
、
月
額
１
万
円
で
、
年
間

96
万
円
を
支
払
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
ど
の
よ
う
な
方
向
で

持
っ
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
、

案
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

関
東
圏
な
ど
の
広
範
囲
な
連

携
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
町

内
だ
け
で
は
厳
し
い
も
の
が
あ

る
の
で
、
交
流
人
口
、
関
係
人

口
の
中
の
一
環
と
し
て
今
後
働

き
か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

担
当
者
を
今
後
新
し
く
人

選
し
て
、
行
動
力
の
あ
る
方
に

お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
。
も
う
一
度
人
選
の
再
考
を

お
願
い
し
た
い
と
思
う
が
、
い

か
が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

次
年
度
に
つ
い
て
は
、
内
容

等
も
充
実
さ
せ
て
い
け
る
よ
う

に
人
選
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

台
風
19
号
に
よ
り
、
関
岡

区
の
小
坂
、
町
、
高
山
区
の
山

下
な
ど
は
床
上
床
下
浸
水
の
被

害
が
発
生
し
た
。
こ
れ
ら
の
被

害
を
軽
減
す
る
た
め
、
今
後
ど

の
よ
う
な
対
応
を
行
う
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

河
川
か
ら
の
越
水
を
予
防
す

る
た
め
に
は
、
河
川
の
断
面
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
現
在
、
県
に
お
い
て
久
慈

川
及
び
田
川
の
河
道
掘
削
を

行
っ
て
お
り
、
小
田
川
の
下
関

河
内
字
ト
キ
ノ
ス
、
高
野
字
海

老
根
地
内
に
お
い
て
も
調
査
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
町
が
管

理
す
る
普
通
河
川
も
優
先
順
位

を
つ
け
堆
砂
除
去
工
事
を
実
施

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

久
慈
川
は
河
川
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
、
久
慈
川
の
飯
野
地
内

か
ら
東
橋
ま
で
の
２
・
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
区
間
を
県
が
測
量

及
び
予
備
設
計
を
実
施
し
て
お

り
、
次
年
度
以
降
に
詳
細
設
計

を
行
う
と
聞
い
て
い
る
の
で
、

防
災
減
災
に
な
っ
て
い
く
と
考

え
て
い
る
。

　
　

矢
祭
町
は
近
年
水
害
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

今
年
度
、
県
で
浸
水
エ
リ
ア

地
域
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
40
年
に
１
度

の
雨
量
に
よ
る
浸
水
区
域
を

１
０
０
年
に
１
度
の
雨
量
の
浸

水
区
域
に
改
め
ら
れ
る
の
で
、

参
考
に
し
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　
　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
て
町
民
に
情
報
提
供
し
て
い

る
が
、
自
ら
避
難
行
動
が
取
れ

る
よ
う
に
水
害
リ
ス
ク
に
つ
い

て
説
明
し
た
り
、
マ
ッ
プ
に
つ

い
て
家
庭
で
話
し
合
っ
て
も
ら

う
こ
と
が
重
要
だ
が
、
考
え
を

伺
う
。

　
　

町
長

　

自
治
体
の
こ
れ
か
ら
の
危
機

管
理
は
、
新
し
い
危
機
意
識
を

持
ち
な
が
ら
防
災
体
制
の
知
識

を
集
め
、
組
織
を
固
め
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
消

防
団
と
一
緒
に
各
地
区
に
防
災

委
員
会
等
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

　
　

災
害
発
生
時
に
、
自
力
避

難
が
困
難
な
災
害
弱
者
に
対
す

る
対
応
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
　

町
長

　

国
も
災
害
弱
者
避
難
の
強
化

と
し
て
、
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
を
進
め
て
お
り
、
今
後
、

災
害
弱
者
に
対
す
る
避
難
の
方

法
と
し
て
、
行
政
が
個
人
を
管

理
す
る
個
別
計
画
の
作
成
が
必

要
と
な
る
。
そ
う
し
た
新
た
な

避
難
の
考
え
方
を
し
っ
か
り
構

築
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

近
年
、
近
隣
住
民
同
士
の

つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
き
た

と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

災
害
の
と
き
に
は
、
助
け
合

い
が
必
要
と
な
る
た
め
、
普
段

の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
は
大
事
で
あ
る
。
今
後
、
各

地
区
の
防
災
を
行
う
上
で
は
そ

の
地
域
を
知
っ
て
、
地
域
を
理

解
し
な
が
ら
防
災
体
制
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
と
思
っ
て
い

る
。

　
　

学
校
で
は
地
震
が
起
き
た

と
き
の
対
応
と
し
て
ど
の
よ
う

な
指
導
を
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

教
育
長

　

小
中
学
校
の
現
在
の
位
置
を

考
え
る
と
、
高
台
に
移
る
と
い

う
よ
う
な
こ
と
を
今
後
指
示
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

近
年
カ
メ
ム
シ
被
害
が
増

加
し
て
お
り
、
１
等
米
の
比
率

が
か
な
り
低
下
し
て
い
る
。
ま

た
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

集
荷
業
者
の
倉
庫
に
は
大
量
の

在
庫
が
重
な
っ
て
い
る
と
い
う

話
を
聞
く
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

か
ら
、
矢
祭
町
の
農
業
関
連
の

産
業
を
維
持
、
振
興
す
る
た
め

の
今
後
の
対
応
策
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

昨
年
は
国
の
持
続
化
給
付
金

制
度
や
町
の
経
営
持
続
化
支
援

金
が
農
業
者
も
対
象
と
し
て
い

た
た
め
、
米
価
下
落
に
対
す
る

対
応
は
取
ら
な
か
っ
た
。
今
後

の
農
家
救
済
に
つ
い
て
は
、
生

産
意
欲
を
維
持
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
種
も
み
あ
る
い
は
苗
の

購
入
費
用
を
助
成
す
る
方
向
で

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

農
業
共
済
の
加
入
率
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
農

業
共
済
に
所
得
を
補
償
す
る
も

の
が
で
き
た
。
た
だ
、
掛
金
が

高
く
普
及
が
図
れ
な
い
の
で
、

町
が
上
乗
せ
補
助
を
す
れ
ば
農

業
者
も
共
済
に
入
り
や
す
い
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

加
入
率
は
把
握
し
て
い
な

い
。
農
業
共
済
の
収
入
保
険
制

度
が
昨
年
度
か
ら
推
進
さ
れ
て

お
り
、
一
部
国
・
県
の
助
成
も

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
町
の
支
援

に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
し
て
い

な
い
が
、
他
町
村
の
動
向
を
見

な
が
ら
検
討
し
た
い
と
思
う
。

　
　

遊
休
農
地
が
見
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
久
慈

川
沿
い
の
圃
場
を
違
う
用
途
に

転
用
し
よ
う
と
し
て
も
、
農
業

振
興
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
農
地
以
外
の
用
途
で
使
っ

て
は
い
け
な
い
と
い
う
話
が
あ

る
。
農
業
振
興
地
域
の
在
り
方

と
取
扱
い
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

生
産
性
の
高
い
圃
場
に
つ
い

て
は
農
業
振
興
地
域
の
農
用
地

と
し
て
指
定
さ
れ
て
お
り
、
農

用
地
を
外
さ
な
い
と
転
用
許
可

が
下
り
な
い
。
別
な
目
的
に
使

用
す
る
際
に
は
、
個
別
に
相
談

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
の
回
答

を
県
か
ら
得
て
い
る
。

　
　

公
共
機
関
が
何
か
を
建
て

る
と
き
は
解
除
し
て
使
う
こ
と

は
あ
る
が
、
個
人
が
行
う
と
き

に
は
解
除
で
き
な
い
と
い
う
の

も
、
所
有
者
に
と
っ
て
は
い
か

が
な
も
の
か
と
思
う
が
、
見
解

を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

公
共
性
の
高
い
事
業
の
場
合

は
農
用
地
の
解
除
が
で
き
る
と

思
う
。
そ
れ
以
外
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
が
あ
る
と
思
う
の
で

個
別
に
相
談
す
る
こ
と
に
な
る

と
思
う
。

　
　

解
除
は
町
で
検
討
す
る
こ

と
と
な
る
の
か
、
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

農
用
地
の
指
定
は
農
業
振
興

計
画
で
行
っ
て
い
る
。
変
更
す

る
際
は
県
の
協
議
を
経
て
農
用

地
を
外
す
手
続
き
に
な
る
。

　
　

農
業
振
興
地
域
の
撤
廃
の

在
り
方
と
し
て
、
新
た
な
土
地

の
利
活
用
に
国
策
な
い
し
振
興

策
を
持
っ
て
い
く
べ
き
と
い
う

こ
と
を
進
言
い
た
だ
き
た
い
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

相
続
的
な
も
の
を
見
直
す
時

期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
質
問
と
し
て
受
け
止
め

い
て
い
る
。
今
後
そ
う
い
っ
た

機
会
が
あ
れ
ば
、
参
考
に
し
な

が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　
　

農
地
を
今
後
利
活
用
す
る

た
め
、
町
が
推
進
す
る
代
替
え

作
物
の
独
自
の
産
地
形
成
が
で

き
る
よ
う
に
、
行
政
が
指
導
的

役
割
を
果
た
す
べ
き
時
代
だ
と

思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

こ
れ
か
ら
の
産
地
化
づ
く
り

は
、
行
政
で
も
幅
広
く
情
報
を

収
集
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

農
業
振
興
の
１
つ
と
し

て
、
共
有
化
で
き
る
農
業
施

設
、
農
機
具
等
を
町
が
整
備
で

き
な
い
か
と
考
え
る
。
町
で
農

業
機
械
の
貸
出
し
、
保
管
場
所

の
確
保
と
い
っ
た
振
興
策
を
取

る
こ
と
で
、
農
家
の
負
担
軽
減

が
図
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

離
農
し
て
使
わ
な
く
な
っ
た

農
機
具
を
、
農
機
具
バ
ン
ク
の

よ
う
な
中
で
共
有
も
図
れ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
検
討
材

料
と
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

震
災
か
ら
10
年
が
経
過

し
、
今
後
復
興
予
算
が
随
時

減
っ
て
い
く
と
思
う
。
令
和
３

年
度
の
事
業
計
画
予
算
の
中

で
、
助
成
金
、
補
助
金
が
な
く

問

質
問　

震
災
復
興
予
算
に
つ
い
て

答 問

答 問答 問

答 問答問答問

答

問

答

問

答 問答

問

答

問

答 問答

問答問

答

問

答

問

答

問

答

問答

問

答 問

答

答 問問 質
問　

地
震
対
策
に
つ
い
て

質
問　

水
害
対
策
に
つ
い
て

防
災
行
政

本多勇也議員

質
問　

第
６
次
総
合
計
画
に

つ
い
て

質
問　

農
家
救
済
の
対
応
策
に

つ
い
て

産
業
・
一
般
行
政

鈴木正美議員



31 30

な
る
も
の
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

震
災
復
興
関
連
の
予
算
と
し

て
、
震
災
復
興
特
別
交
付
税
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
復
興
事
業
等

の
10
年
の
期
間
延
長
が
認
め
ら

れ
た
た
め
、
財
源
的
に
大
き
く

減
少
す
る
こ
と
は
な
い
と
考
え

て
い
る
。

　
　

農
家
が
復
興
す
る
た
め
に

補
助
金
に
よ
り
ソ
フ
ト
事
業
、

ハ
ー
ド
事
業
を
行
っ
て
い
た
も

の
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

復
興
予
算
に
つ
い
て
は
メ

ニ
ュ
ー
の
内
容
や
名
称
が
変
わ

る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
10
年
経
過
に
よ
っ
て
無
く

な
る
も
の
は
聞
い
て
い
な
い
。

　
　

産
業
関
係
の
補
助
金
が
廃

目
や
縮
小
さ
れ
て
お
り
、
各
町

村
の
希
望
が
採
択
さ
れ
る
可
能

性
が
極
め
て
狭
い
も
の
に
な
っ

て
き
た
と
考
え
て
い
る
。
令
和

３
年
度
の
事
業
計
画
の
中
で
そ

う
い
う
こ
と
は
感
じ
な
か
っ
た

か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

い
ま
の
と
こ
ろ
そ
う
い
っ
た

問
題
等
は
出
て
い
な
い
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
の
こ
の
状
況
は

延
々
と
続
く
可
能
性
が
あ
る
と

懸
念
し
て
い
る
。
国
・
県
か
ら

の
助
成
も
徐
々
に
減
っ
て
い
く

可
能
性
も
あ
る
。
そ
ん
な
状
況

の
中
で
町
の
財
政
力
強
化
は
、

町
長
が
先
頭
に
立
っ
て
号
令
を

か
け
る
し
か
な
い
と
思
う
が
、

考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

地
方
も
こ
れ
か
ら
は
法
人

税
、
町
税
の
減
収
が
見
込
ま
れ

る
の
で
、
無
駄
な
も
の
に
は
投

資
し
な
い
と
い
う
の
が
今
後
の

行
政
の
在
り
方
だ
と
思
う
。
ま

た
、
産
業
の
振
興
、
高
齢
者
福

祉
の
振
興
・
福
祉
の
充
実
、
教

育
の
振
興
等
に
は
目
を
向
け
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
施
策
の
中
で
は
で
き
な
い

も
の
は
で
き
な
い
と
明
言
し
て

い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

　
　

町
は
合
併
し
な
い
宣
言
以

来
財
源
を
節
約
し
て
き
た
が
、

こ
こ
に
来
て
予
算
化
す
る
も
の

の
た
が
が
緩
ん
で
い
る
気
が
す

る
。
当
時
は
最
低
限
の
こ
と
を

実
行
し
町
民
を
守
る
と
い
う
覚

悟
が
あ
っ
た
気
が
す
る
が
、
現

行
で
は
町
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

何
で
も
行
う
よ
う
に
な
っ
て
き

た
気
が
す
る
。
当
時
か
ら
携

わ
っ
て
き
た
副
町
長
か
ら
見
て

ど
う
か
伺
う
。

　
　

副
町
長

　

当
時
は
様
々
な
行
財
政
改
革

を
行
い
、
そ
の
結
果
と
し
て
一

時
は
財
調
が
20
億
円
近
く
あ

り
、
今
も
そ
の
財
調
に
よ
り
事

業
が
で
き
て
い
る
の
は
間
違
い

な
い
と
思
う
。
た
だ
、
町
民
の

要
望
も
多
岐
に
わ
た
り
出
て
き

て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
行
財
政

改
革
の
上
に
要
望
に
応
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。
ま
た
、
自
立
し
て
い
こ
う

と
い
う
当
時
の
精
神
は
、
今
も

職
員
は
持
っ
て
業
務
に
当
た
っ

て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

防
災
委
員
会
に
女
性
委
員

が
選
出
さ
れ
て
い
な
い
が
、
検

討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
思

う
。
非
常
時
に
お
け
る
女
性
目

線
で
の
対
応
を
求
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
今
後
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺

う
。

　
　

町
長

　

行
政
の
危
機
管
理
は
と
い
う

点
で
、
防
災
委
員
会
は
今
後
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
る
も
の
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
。
今
後
、
女
性

の
参
加
も
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

女
性
が
関
わ
っ
て
い
か
な

い
と
細
か
な
配
慮
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
問
題
等
が
か
な
り
言
わ

れ
て
い
る
。
保
健
師
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
女
性
の
方
等
、
実

際
に
活
動
で
き
る
方
を
何
人
か

配
置
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

台
風
19
号
の
被
害
で
も
社
会

福
祉
協
議
会
等
の
女
性
の
方
々

に
活
動
し
て
い
た
だ
い
た
。
全

体
の
構
成
会
議
の
中
で
、
消
防

団
も
含
め
て
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

現
在
、
い
ろ
い
ろ
な
形
の

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
方

が
い
る
。
各
地
区
に
配
付
す
る

備
蓄
食
品
に
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

の
も
の
を
求
め
た
い
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

平
成
29
年
度
か
ら
毎
年
度
一

定
数
の
非
常
用
食
品
を
備
蓄
し

て
い
る
。
令
和
３
年
度
以
降
は
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
方

で
も
食
べ
ら
れ
る
も
の
や
乳
幼

児
に
対
応
し
た
備
蓄
食
品
を
購

入
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
。

　
　

第
６
次
総
合
計
画
の
中
に

は
、
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
難
し
い
方
、
ひ
き
こ

も
り
の
方
の
孤
立
を
防
ぐ
た
め

に
窓
口
を
設
置
し
て
対
応
し
て

い
く
と
の
こ
と
で
あ
り
、
前
進

し
た
と
思
う
。
し
か
し
、
そ
の

一
歩
先
と
し
て
社
会
参
加
で
き

る
仕
組
、
働
く
場
所
の
提
供
等

も
考
え
て
は
い
か
が
か
。
ま
た
、

不
登
校
に
よ
り
悩
ん
で
い
る
家

族
も
い
る
と
思
う
が
、
そ
の
対

策
が
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
民
福
祉
課
の
福
祉
保
険
グ

ル
ー
プ
と
健
康
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
、
委

託
し
て
い
る
大
子
町
の
メ
ン
タ

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
き

ら
り
で
実
施
し
て
い
る
心
の
相

談
、
家
族
の
相
談
に
つ
な
い
で

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

難
し
い
方
や
ひ
き
こ
も
り
の
方

等
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
白
河

市
の
ユ
ー
ス
プ
レ
イ
ス
県
南
に

委
託
を
し
、
支
援
を
必
要
と
す

る
本
人
が
就
労
や
人
付
き
合
い

に
つ
い
て
一
歩
踏
み
出
せ
る
た

め
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

答問答

答

問

答

問

答 問

答

問答 問

答

　
　

施
設
に
自
分
で
行
け
な
い

場
合
は
、
家
族
に
送
っ
て
も
ら

う
形
で
考
え
て
い
る
の
か
、
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

施
設
に
よ
っ
て
は
迎
え
に
来

て
も
ら
え
る
こ
と
も
あ
る
よ
う

だ
が
、
家
族
の
方
も
一
緒
に
相

談
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
家
族
と
行
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　

窓
口
に
行
け
な
い
方
、
気

付
か
れ
な
い
方
の
場
合
は
地
域

の
保
健
推
進
委
員
や
保
健
師
と

の
連
携
を
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

そ
う
い
う
場
合
は
家
族
の
方

や
地
域
の
方
か
ら
情
報
提
供
を

い
た
だ
き
な
が
ら
進
め
て
、
保

健
師
等
と
も
機
会
が
あ
れ
ば
吸

い
上
げ
る
よ
う
な
活
動
も
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
を

利
用
で
き
る
条
件
の
緩
和
や
対

象
範
囲
を
広
げ
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
う
と
の
こ
と
だ

が
、
対
象
は
ど
の
よ
う
な
方
に

な
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

対
象
者
は
、
今
回
の
タ
ク

シ
ー
助
成
券
利
用
対
象
者
と
な

る
。

　
　

も
う
少
し
対
象
を
広
げ
て

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
て
み
る
の

も
良
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

協
議
会
で
対
象
者
に
行
う
と

い
う
こ
と
で
決
定
し
て
い
る
の

で
、
今
回
は
そ
の
方
向
で
実
施

す
る
。
今
後
年
齢
の
検
討
等
が

出
て
く
れ
ば
、
対
象
を
広
げ
る

か
ど
う
か
次
年
度
以
降
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

は
、
町
の
公
共
交
通
の
在
り
方

を
検
討
す
る
こ
と
で
始
ま
っ
た

と
認
識
し
て
お
り
、
本
来
そ
の

交
通
網
を
整
備
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

平
成
29
年
１
月
に
設
置
し
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
事
例
や
実
証

実
験
を
参
考
に
し
て
４
回
の
協

議
を
重
ね
た
経
緯
が
あ
る
よ
う

で
あ
る
。

　
　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
の
バ
ス
も

有
効
利
用
で
き
る
の
で
は
と
考

え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

高
齢
者
対
策
の
中
の
施
策

で
、
本
町
の
在
り
方
を
し
っ
か

り
見
極
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

タ
ク
シ
ー
助
成
券
は
あ
り

が
た
い
と
い
う
話
が
あ
る
。
た

だ
、
料
金
が
高
い
と
思
う
が
、

自
己
負
担
分
は
妥
当
と
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

こ
の
事
業
を
１
年
間
通
す
の

は
今
年
度
が
初
め
て
で
あ
り
、

実
績
を
鑑
み
て
料
金
設
定
等
に

つ
い
て
は
協
議
会
の
中
で
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

町
民
の
健
康
維
持
の
た
め

に
町
と
し
て
様
々
な
取
組
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
で
行
く

必
要
が
あ
る
が
、
高
齢
者
等
の

移
動
手
段
に
は
ど
の
よ
う
な
対

応
を
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

マ
ダ
ヤ
ー
ル
ク
ラ
ブ
、
脳
若

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ラ
イ
フ
ア
ッ

プ
教
室
は
、
移
動
手
段
が
な
い
、

身
体
が
若
干
不
自
由
な
方
を
対

象
に
自
宅
ま
で
の
送
迎
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

東
舘
地
内
に
も
う
１
箇
所

施
設
を
増
や
せ
な
い
か
と
思

う
。
開
発
セ
ン
タ
ー
や
ス
イ
ン

ピ
ア
で
も
使
え
る
よ
う
に
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
町

民
の
健
康
増
進
と
福
祉
向
上
を

図
る
た
め
設
置
し
て
い
る
の

で
、
ど
う
し
て
も
中
心
に
な
る

と
思
う
。
他
の
施
設
で
出
前
的

に
行
う
こ
と
は
可
能
と
思
う
。

　
　

昨
日
も
質
問
が
あ
っ
た

が
、
町
で
負
担
し
て
い
た
体
操

教
室
が
自
分
た
ち
で
負
担
し
な

け
れ
ば
で
き
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い

る
。
体
を
動
か
す
こ
と
は
、
運

動
能
力
の
維
持
や
病
気
予
防
に

も
つ
な
が
る
が
、
月
２
千
円
の

負
担
に
な
る
の
で
、
補
助
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
で
行
っ
て
い
る
事
業
が
、

一
通
り
そ
の
役
割
を
果
た
し
た

後
に
自
主
的
に
行
い
た
い
場
合

に
は
、
自
分
た
ち
で
あ
る
程
度

お
金
を
負
担
し
な
が
ら
進
め
て

い
た
だ
く
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
支
障
木

の
整
備
は
定
期
的
に
行
わ
れ
て

い
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

主
に
路
面
の
損
傷
具
合
を
見

る
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
月
に
２

回
実
施
し
て
い
る
。
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
や
反
射
テ
ー
プ
は
昼
間

の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
な
か
な
か

気
づ
か
な
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る

が
、
情
報
提
供
を
い
た
だ
き
確

認
し
な
が
ら
回
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

山
野
井
の
急
カ
ー
ブ
は
中

学
生
が
自
転
車
で
通
る
の
で
、

内
側
の
支
障
木
を
定
期
的
に
撤

去
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
た

い
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

国
道
に
関
し
て
は
土
木
事
務

所
の
管
理
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
支
障
が
あ
れ
ば
情
報
提
供

し
て
お
き
た
い
と
思
う
。

　
　

当
町
の
地
場
産
品
は
い
ろ

い
ろ
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
の

が
分
か
る
。
た
だ
、
町
民
に
も

そ
れ
が
分
か
る
よ
う
な
取
組
と

し
て
リ
ス
ト
作
り
を
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
ま
た
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
の

売
店
に
も
協
力
願
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

第
６
次
総
合
計
画
に
お
い

て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度

問 答 問

質
問　

防
災
委
員
会
に
つ
い
て

防
災
・
福
祉
・
土
木
・

産
業
・
一
般
行
政

郡司浩子議員

質
問　

備
蓄
食
品
の
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
に
つ
い
て

質
問　

地
域
福
祉
に
つ
い
て

答

問

問質
問　

交
通
弱
者
へ
の
支
援

拡
充
に
つ
い
て

答

答

問

答問答問答

問答質
問　

健
康
維
持
の
た
め
の

対
策
に
つ
い
て

問答問

答質
問　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
整

備
等
に
つ
い
て

問答問

答 質
問　

地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
に

つ
い
て

問答問

問

答
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を
構
築
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
の
で
、
矢
祭
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
産
品
の
リ
ス
ト
を
作
成
し

て
、
各
商
店
に
情
報
共
有
し
て

い
く
こ
と
は
可
能
か
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭

の
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
置
い
て
い

た
だ
く
の
も
方
法
の
１
つ
か
と

思
う
。

　
　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
に
置
く
た

め
の
手
数
料
が
高
い
と
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
。
ユ
ー
パ
ル
矢
祭

の
利
益
を
確
保
す
る
た
め
に
も

手
数
料
の
支
援
が
必
要
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
店
の
考
え
も
あ
る
か
と

思
う
の
で
、
生
産
者
、
販
売
者

の
必
要
経
費
と
し
て
負
担
す
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
と
は
な
か

な
か
交
渉
が
で
き
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
内
部
の
こ
と

の
回
答
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

　
　

ど
の
よ
う
な
形
を
考
え
て

い
る
の
か
と
、
地
域
の
住
民
も

交
流
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
進

め
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
る

が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

関
東
圏
に
一
番
近
い
町
と
い

う
こ
と
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
体

制
、
受
入
れ
態
勢
を
考
慮
し
な

が
ら
の
施
策
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
す
る
予
定
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

補
正
予
算
で
オ
ン
ラ
イ
ン
環

境
整
備
事
業
補
助
金
を
計
上
し

て
お
り
、
町
内
の
宿
泊
施
設
に

お
け
る
通
信
環
境
を
整
備
し

て
、
宿
泊
し
な
が
ら
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
宿

泊
施
設
等
で
利
用
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

農
家
民
宿
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
と
こ
ろ
を
最
大
限
活
用
し

て
、
人
が
集
ま
る
よ
う
に
し
た

い
と
い
う
考
え
で
よ
ろ
し
い
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
、
交
流
人
口
や
滞
在
型
観
光

で
矢
祭
町
で
の
滞
在
時
間
が
増

え
る
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
思

う
の
で
、
そ
の
よ
う
な
施
設
で

活
用
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

環
境
設
備
を
整
え
る
と
な

る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
契
約
す
る

の
は
難
し
い
の
で
、
一
緒
に
発

信
で
き
る
場
所
が
あ
る
と
い
い

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

発
信
方
法
に
つ
い
て
は
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

う
。

　
　

地
域
住
民
と
の
関
わ
り
も

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
か
と
思
う
が
、
考
え
は
あ
る

の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

ま
ず
は
、
矢
祭
町
に
来
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
か
と
思
う
の

で
、
観
光
情
報
と
併
せ
て
発
信

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

整
備
計
画
の
内
容
は
、
報

道
に
よ
り
多
少
分
か
っ
て
い
る

が
、
今
後
情
報
を
提
供
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

東
館
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
で
計
画
を
進
め
て
お
り
、

間
も
な
く
出
来
上
が
る
状
況
で

あ
る
。
今
後
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
に

も
配
架
し
、
町
民
の
皆
様
に
も

見
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
は
考

え
て
い
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

児
童
ク
ラ
ブ
は
定
員
を
超

え
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
も
利

用
し
て
お
り
、
目
い
っ
ぱ
い
な

状
況
で
は
あ
る
。
今
後
の
子
供

の
人
数
を
見
据
え
な
が
ら
、
現

時
点
で
は
学
校
下
と
山
村
開
発

セ
ン
タ
ー
の
２
か
所
で
の
対
応

を
ベ
ー
ス
に
考
え
て
い
る
。

　
　

関
係
す
る
石
田
区
の
方
々

が
不
安
が
っ
て
い
る
の
で
、
区

長
会
等
で
話
題
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

協
議
会
で
決
定
し
た
こ
と

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
開
示

し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

◎
監
査
結
果

　

今
回
の
調
査
対
象
と
し
た
各

事
業
は
、
概
ね
良
好
に
執
行
さ

れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。
た

だ
し
、
次
の
点
に
留
意
さ
れ
た

い
。

〇
工
事
内
容
、
進
捗
状
況
に
つ

い
て

　

今
回
の
監
査
対
象
の
各
事
業

は
、
い
ず
れ
も
工
事
設
計
書
に

基
づ
き
施
工
さ
れ
て
お
り
、
工

事
の
進
捗
状
況
は
令
和
３
年
１

月
31
日
現
在
で
あ
る
た
め
、
更

に
進
捗
さ
れ
た
状
況
に
あ
り
、

施
工
内
容
に
つ
い
て
は
概
ね
良

好
と
認
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、
現
場
踏
査
を
行
っ
た

令
和
元
年
度
寄
藤
沢
河
川
災
害

復
旧
工
事
、
令
和
元
年
度
農
地

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
事
業
海

老
根
地
区
工
事
に
つ
い
て
は
、

資
材
調
達
に
困
難
を
伴
う
た
め

事
故
繰
越
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

速
や
か
な
対
応
を
図
ら
れ
る
よ

う
督
励
願
い
た
い
。
ま
た
、
令

和
２
年
度
東
橋
橋
梁
補
修
工

事
、
令
和
２
年
度
高
萩
線
道
路

舗
装
補
修
工
事
、
令
和
２
年
度

準
用
河
川
田
川
堆
積
土
砂
撤
去

工
事
に
つ
い
て
は
、
進
捗
率
が

５
％
で
準
備
工
の
段
階
で
繰
越

の
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
だ

が
、
繰
越
後
に
お
い
て
も
契
約

工
期
内
に
工
事
が
完
了
す
る
よ

う
請
負
業
者
に
遺
漏
な
き
対
応

を
図
る
よ
う
督
励
願
い
た
い
。

＜踏査コース＞
・令和２年度ユーパル矢祭エレベーター（２号機）
　制御盤修繕工事
・令和元年度スインピア矢祭修繕工事
・令和２年度矢祭町ふれあい広場テニスコート砂
　入り人工芝張替工事
・令和２年度国道 349 号バイパス配水管布設替第
　１回工事
・令和元年度寄藤沢河川災害復旧工事（繰越）
・令和元年度林道滝川西線災害復旧工事（繰越）
・令和元年度農地農業用施設災害復旧事業海老根
　地区工事（繰越）
・令和元年度町道矢祭・下小坂線道路災害復旧工
　事（繰越）
・令和２年度東橋橋梁補修工事
・令和２年度茗荷地区ＫＤＤＩエンジニアリング
　通信設備工事
・令和元年度農地農業用施設災害復旧事業早房第
　１地区工事（繰越）
・令和２年度上川原地内配水管布設替工事
・令和２年度矢祭町保健福祉センター駐車場舗装
　工事
・令和２年度町道高萩線道路舗装補修工事
・令和２年度準用河川田川堆積土砂撤去工事

★

２
月

９
日　

随
時
監
査
（
議
員
控
室
）

10
日　

随
時
監
査
（
現
場
）

12
日　

議
会
第
１
回
臨
時
会

　
　
　

（
議
場
）

18
日　

矢
祭
町
子
ど
も
議
会

　
　
　

（
矢
祭
小
学
校
多
目
的

　
　
　

ホ
ー
ル
）

　
　
　

産
業
常
任
委
員
会
（
議　

　
　
　

員
控
室
）

19
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

　
　
　

白
河
地
方
広
域
市
町
村　

　
　
　

圏
整
備
組
合
議
会
第
１

　
　
　

回
定
例
会
（
白
河
広
域

　
　
　

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）

24
日　

東
白
衛
生
組
合
議
会
第

　
　
　

１
回
定
例
会
（
塙
町
）

25
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
長

　
　
　

会
第
２
回
定
期
総
会

　
　
　

（
福
島
市
）

★

３
月

１
日　

若
鮎
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ

　
　
　

ー
ト
事
業
表
彰
式
（
第

　
　
　

１
会
議
室
）

３
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

　
　
　

全
員
協
議
会
（
第
１
会

　
　
　

議
室
）　
　

８
日　

議
会
第
２
回
定
例
会

（
８
日
～
12
日
）

19
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

25
日　

体
育
協
会
総
会
（
山
村

　
　
　

開
発
セ
ン
タ
ー
）

29
日　

小
・
中
学
校
教
職
員
合

　
　
　

同
離
任
式
（
第
１
会
議

　
　
　

室
）

30
日　

議
会
第
３
回
臨
時
会

　
　
　

（
議
場
）

　
　
　
　
　
　

★

４
月

１
日　

小
・
中
学
校
教
職
員
合

　
　
　

同
着
任
式
（
第
１
会
議

　
　
　

室
）

９
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
第
１
回
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
）

11
日　

消
防
団
役
員
会
（
山
村

　
　
　

開
発
セ
ン
タ
ー
）

13
日　

全
員
協
議
会
（
第
１
会

　
　
　

議
室
）

21
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

答

答 問答 問

問

答

問

答

問答

答 問

問

答

問

監査・議会の
動き

◎
随
時
監
査
実
施

　

２
月
９
日
、
10
日
の
２
日
間
、

鈴
木
邦
美
代
表
監
査
委
員
、
鈴

木
一
監
査
委
員
は
、
令
和
２
年

度
に
町
が
発
注
し
た
事
業
現
場

を
踏
査
し
工
事
内
容
、
工
事
進

捗
状
況
等
に
つ
い
て
監
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

答 問質
問　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て

質
問　

東
館
駅
周
辺
整
備
計

画
に
つ
い
て

次の定例会は、６⽉です。

（※⽒名記⼊などの簡単な⼿続きで傍聴できます。）

あなたも議会を
傍聴してみませんか

問答
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固定資産税▶１期
納期限（口座振替日）▶５月３１日（月）

水道使用料▶３～４月分
納期限▶５月３１日（月）
口座振替日▶５月２５日（火）

●今月の納税

最近、白河広域圏内において火災が多発しております。気温も暖
かくなり空気も乾燥している日が多くなります。火の取扱いには十
分注意し、焚火やタバコの投捨ては絶対に止めましょう。また、外
出前、就寝前には火の元を確認することを習慣にして矢祭町から火
災を起こさないようご協力お願いします。
　県内で新型コロナウイルスの感染者が多く発生しています。不要
な外出はなるべく避け、マスクの着用、手指消毒、うがい等を徹底
し感染予防に努めましょう。また、発熱等の症状が現れた場合はか
かりつけの病院へ電話にてお問い合わせください。かかりつけ病院
がない場合は、受診・相談センター (毎日２４時間/土日祝日含む )
へご相談ください。（☎0120-567-747）

牛

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職
応
援

セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
に
よ
る
登

録
会
を
実
施
し
ま
す
。
福
島
県

内
事
業
所
へ
の
就
職
や
再
就
職

に
関
す
る
お
悩
み
に
、
専
任
の

相
談
員
が
き
め
細
か
に
対
応
し

ま
す
。ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ご
利
用
は

無
料
で
す
。

　

ま
ず
は
登
録
会
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

開
催
日　

５
月
19
日
（
水
）

時
間　

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

場
所　

棚
倉
町
立
図
書
館
第
１

　

会
議
室

問
い
合
わ
せ　

福
島
生
活
・
就

　

職
応
援
セ
ン
タ
ー
白
河
事
務

　

局
☎
０
２
４
８
‐
２
７
‐
０

　

０
４
１

　

今
年
度
も
敬
老
会
に
お
い

て
、
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
の
表

彰
を
行
い
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

方
は
お
早
め
に
社
会
福
祉
協
議

会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

該
当
者

昭
和
46
年
１
月
１
日

　

〜
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
さ

　

れ
た
夫
婦

受
付
期
間

令
和
３
年
７
月
２

　

日
（
金
）
ま
で

問
い
合
わ
せ

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
０
２
４
７
‐
３

　

４
‐
１
０
５
０

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限

は
５
月
31
日
で
す
。
銀
行
な
ど

の
金
融
機
関
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で
き

ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
納
付
や
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
ア
プ
リ
に
よ
る

納
付
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。
忘
れ
ず
に
必
ず
納
期
限
ま

で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
県
南
地

　

方
振
興
局
県
税
部
課
税
課
☎

０
２
４
８
‐
２
３
‐
１
５
１

　

９

　

６
月
１
日
〜
10
日
は
「
電
波

利
用
環
境
保
護
周
知
啓
発
強
化

期
間
」
で
す
。
電
波
は
、
ル
ー

ル
を
守
っ
て
正
し
く
使
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
不
法
電
波
は

人
命
に
関
わ
る
重
要
無
線
通
信

を
妨
害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活

を
脅
か
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

総
務
省
東
北
総

　

合
通
信
局
相
談
窓
口
☎
０
２

　

２
‐
２
２
１
‐
０
６
４
１

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
各
予
定

に
つ
い
て
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、医
師
免
許
・

歯
科
医
師
免
許
を
お
持
ち
の
方

の
募
集
も
ご
ざ
い
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

応
募
資
格　

大
卒
程
度
試
験
▼

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者
（
20

　

歳
以
上
22
歳
未
満
は
、大
卒（
短

　

大
除
）
見
込
含
）、
修
士
課

　

程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
は

28
歳
未
満
／
院
卒
者
試
験
▼

修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込

　

含
）
で
20
歳
以
上
28
歳
未
満

受
付
期
間　

令
和
３
年
３
月
１

　

日
〜
６
月
18
日

試
験
期
日　

１
次
▼
令
和
３
年

　

６
月
26
日
／
２
次
▼
令
和
３

　

年
８
月
２
日
〜
８
日
の
う
ち

　

指
定
さ
れ
た
日

試
験
会
場　

受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
☎
０
２
４
８
‐
２
４
‐
０

　

３
７
２

令
和
３
年
５
月
１
日
（
土
）

〜
31
日
（
月
）
は
福
島
さ
わ
や

か
行
政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

す
。
行
政
相
談
員
は
、
総
務
大

臣
が
委
嘱
す
る
も
の
で
、
国
の

仕
事
を
は
じ
め
、
年
金
事
務
所

な
ど
の
特
殊
法
人
等
の
仕
事
に

つ
い
て
、
処
理
や
説
明
に
納
得

が
い
か
な
い
な
ど
の
苦
情
や
意

見
、
要
望
を
受
け
、
皆
さ
ん
と

関
係
行
政
機
関
と
の
間
に
立
っ

て
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
行
政
相
談
員
は
、
い
つ
で

も
自
宅
で
相
談
に
応
じ
て
い
ま

す
が
、
特
設
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

【
矢
祭
町
の
行
政
相
談
員
】

金
澤
正
樹
（
大
字
中
石
井
字

　

岡
下
☎
４
６
‐
２
８
２
５
）

【
特
設
行
政
相
談
所
】

開
催
日　

令
和
３
年
５
月
17
日

時
間　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

矢
祭
町
中
央
公
民
館
２

　

階
第
３
会
議
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

対
策
の
た
め
、
相
談
時
間
を

　

制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
感
染

　

拡
大
状
況
に
よ
り
相
談
所
開

　

設
を
中
止
に
す
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を

募
集
し
ま
す

相　
　

談

就
職
支
援
に
お
け
る

登
録
会
実
施
の
お
知
ら
せ

募　
　

集

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦
の

申
込
を
受
付
け
て
い
ま
す

自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
限
は
５
月
31
日（
月
）

電
波
利
用
環
境
保
護
周
知

啓
発
強
化
期
間

特
設
行
政
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

で
あ
る
５
月
12
日
か
ら
１
週
間

を
活
動
強
化
週
間
と
し
て
い
ま

す
。
民
生
・
児
童
委
員
は
地
域

の
皆
さ
ん
の
生
活
上
の
困
り
ご

と
や
介
護
・
医
療
・
子
育
て
の

不
安
な
ど
の
相
談
を
受
け
、
必

要
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
、
行

政
や
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
学

校
な
ど
の
関
係
機
関
に
つ
な
い

で
い
ま
す
。
相
談
内
容
等
の
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
日
々

の
暮
ら
し
で
抱
え
る
悩
み
や
不

安
が
あ
れ
ば
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
社
会
福

　

祉
協
議
会
☎
０
２
４
７
‐
３

　

４
‐
１
０
５
０

昭
和
23
年
、
政
令
に
基
づ
い

て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
設
け

ら
れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人

権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
人
権
擁
護
委
員

制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。
法
務

省
及
び
全
国
人
権
擁
護
連
合
会

は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行

さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
、
毎
年

６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
６
月
１
日
を

中
心
に
、
人
権
擁
護
委
員
が
皆

様
の
町
で
特
設
人
権
相
談
所
を

開
設
し
て
人
権
相
談
に
応
じ
た

り
、
全
国
的
な
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

令
和
３
年
６
月
１
日

時
間

午
前
９
時
半
〜
午
前
11
時
半

場
所　

矢
祭
町
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ　

矢
祭
町
役
場
町

　

民
福
祉
課
☎
０
２
４
７
‐
４

　

６
‐
４
５
７
４
／
み
ん
な
の

　

人
権
１
１
０
番
☎
０
５
７
０

　

‐
０
０
３
‐
１
１
０
／
子
ど

　

も
の
人
権
１
１
０
番
☎
０
１
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人　口 ５,５４１人（－   26）
男 ２,７２２人（－   11）
女 ２,８１９人（－   15）
世　帯 ２,０９０世帯（＋   ２）

人の動き
４月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今月号から1人での作成となりました。
広報の作成において不慣れなことが多く、
皆さんに対して読みやすい記事となってい
るか不安です。前任者による手厚いサポー
トのおかげで何とか完成させることができ
ました。1日でも早く広報業務に慣れ、よ
り多くの情報を発信していくことが出来る
よう精一杯頑張りたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（悠）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和3年1月1日～4月15日）

火災件数　 1 件
救急出動　  76件

消防分署からのお願い

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
鈴木ハツヱ 94 俊男 4 / 3 中石井
角田　昌子 95 孝雄 4 / 15 戸塚
片野　　榮 98 義夫 4 / 20 宝坂

●お悔み申し上げます（敬称略）

民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

特
設
人
権
相
談
所
開
設

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
今月号では該当者がおりませんでした

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）
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［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター5
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり４００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和3年 6月 30日まで

◆
１
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１
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の
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と
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用
は
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ま
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和3年 6月 30日まで

◆
１
枚
に
つ
き
１
名
有
効

◆
他
の
サ
ー
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ス
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん４００円   温泉入浴券

東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
   有効期限：令和 3年 6月 30日まで
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和
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行

（
毎
月
第
1金
曜
日
発
行
）
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日 月 火 水 木 金 土
9 10 11 12 13 14 15

● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：15）
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●マミーサロン
保セ（10：00～15：00）

●ウォーキング教室

○つちやクリニック☎43-2250 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

16 17 18 19 20 21 22
●読書の日 ● 2歳児歯科健診

保セ（13：00～13：10）

○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

23 24 25 26 27 28 29
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

● 6か月児健康相談
　         保セ（9：30～9：45）
●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）
●リトミック
　         保セ（10：30～11：00）
●カンガルーくらぶ

● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　　   保セ（13：00～13：10）

○和田医院☎33-2012 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

30 31 6/1 2 3 4 5
●ウォーキング教室

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

6 7 8 9 10 11 12
●マミーサロン
　 保セ（10：00～15：00）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

作・絵▶荒井良二　　出版社▶偕成社
読み聞かせ▶幼児～　児童書▶小学校低学年～　

『あさになったので　まどをあけますよ』

なにげない日々の繰り返しの中に幸せがあり、 新し
い 一 日をむかえるために窓をあける子どもたち。な
にげない日々の繰り返し、その中にこそある生きるこ
との喜びを描いた絵本をぜひ、家族で読んでください。
　令和２年４月号の広報やまつりに掲載できませんで
したので、再度ご紹介いたしました。オールカラー絵
本と児童図書で登場！

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

矢祭町長 佐川 正一郎

▶絵本には力があります。
『あさになったのでまどを
あけますよ』読むと、自分
の置く位置によって世界が
変わっていくという、 未来
志向の考えが生まれる。自
分の 成長と共に世の中の
変化を読むことだと思いま
す。


